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1趙孟頫の生い立ちや経歴に関する基本資料は任道斌『趙孟頫系年』（河南
美術出版社、1984）が詳しい。 
2『元史』第 13 冊巻 172 列伝第 59（中華書局、2005）、頁 4023 を参照。 





































 7同前掲注 6、下中邦彦編『書道全集 元・明Ⅰ』第 17 巻、頁 16～18 を参
照。 
 8同前掲注 1、任道斌『趙孟頫系年』、頁 18～220 を参照。 




















                           
 9施佳編製「趙孟頫芸術年表」『趙孟頫画集』（上海書画出版社、1995）、頁
122～130 を参照。 
 10黄惇主編『中国書法全集 元代 趙孟頫二』44（栄宝斎出版社、2002）、
頁 501～513 を参照。 
 11同前掲注 4、柴培良、趙燕君主編『帰去来兮:趙孟頫書画珍品回家展特輯』、
頁 284～293 を参照。 
12張光賓撰『元四大家年表』（国立台湾大学芸術史研究所、2010）。 
13同前掲注 6、外山軍治「趙孟頫の研究」『書道全集 元・明Ⅰ』第 17 巻、
























                           




頁 465～495 を参照。 
























































『国立歴史博物館館刊』第 2 巻 4 期（国立歴史博物館、1986）、頁 51～62。
同氏「元代山西両李学士李倜､李溥光生平及書画」『故宮学術季刊』
（国立故宮博物院、 1987）、頁 1～ 32 を参照。  

























伝』（浙江人民出版社、2006）、頁 334～351 などが挙げられる。 
22拙文「法帖所収の趙孟頫書法の編年研究：《宝雪斎趙帖》を中心に」『芸




















                           
23王連起「元〈楽善堂帖〉考略」『故宮博物院院刊』第 5 期（北京故宮博物
院、2001）、頁 33 を参照。 
 24許国平「《秋碧堂帖》考略」『書法叢刊』第 2 期（文物出版社、2007）、頁
62～72 を参照。他に宮坂直樹「法帖と秋碧堂法書」『季刊書道ジャーナル』
61 号（季刊書道ジャーナル研究所、2000）、頁 33～38 を参照。 
 25例えば、《太上老君説常清静経》の解説の大部分が、傅申氏（「趙孟頫書
小楷常清静経及其早期書風」『趙孟頫国際研討会論文集』（上海書店、1994）、




号（筑波大学人間総合科学研究科書研究室、2008）、頁 29～44 を参照。 
26《秋碧堂法帖》所収の趙孟頫法帖の真偽については、王連起氏の研究成
果を踏まえ、本論の第五章でも論じている。 
 序 章 │ 9 
趙孟頫の遺品をまとめた字典類は 2006 年に初めて上梓され、現在は 3 種の
字典が出版されている27。この中では、鄭聡明氏が編纂した『趙孟頫書法字


















































丑消夏記』巻 3（漢華文化事業股份有限公司、1971）、頁 324 を参照。 
 30同前掲注 6、下中邦彦編『書道全集 元・明Ⅰ』第 17 巻、頁 12 を参照。 
 31この 2 点の研究史や書法の真偽について、本論第二章第二節で考察を行
っている。 
 32西川寧「唐臨趙補・右軍二帖巻」、「趙子昂の二群の尺牘」『西川寧著作集』
第二巻（二玄社、1991）、頁 150～172、238～278 を参照。 


















                           
33劉九庵「趙孟頫書法叢考」『劉九庵書画鑑定集』（河南美術出版社、1999）、
頁 83～89 を参照。 
34拙文「元趙孟頫書〈禊帖源流〉巻賞析」『故宮文物月刊』第 329 期（国立
故宮博物院、2010）、頁 83 を参照。 
35桜井智美「趙孟頫の活動とその背景」『東洋史研究』第 56 巻第 4 号（東
洋史研究会、1998）、頁 33～84 を参照。 
36同前掲注 35、桜井智美「趙孟頫の活動とその背景」『東洋史研究』第 56
巻第 4 号、頁 45 を参照。 
 37徐邦達『古書画偽訛考辨 下巻：文字部分』（江蘇古籍出版社、1984）、




















                           
39同前掲注 33、劉九庵「趙孟頫書法叢考」『劉九庵書画鑑定集』、頁 83～89
を参照。 
 40王連起「伝世趙孟頫書道教碑真偽考」『文物』第 6 期（文物出版社、1983）、
頁 76～86。同氏「趙孟頫為妻代筆」『紫禁城』第 1 期（紫禁城出版社、1984）、
頁 42～43。同氏「趙孟頫臨跋〈蘭亭序〉考」『故宮博物院院刊』第 1 期（文
物出版社、1985）、頁 36～47。同氏「趙孟頫臨跋〈蘭亭序〉考（続）」『故宮
博物院院刊』第 2 期（文物出版社、1985）、頁 60～70。同氏「趙孟頫天冠山
帖考辨」『文物』（文物出版社、1991）、頁 91～95。同氏「趙孟頫偽書叢考」『書
法叢刊』第 4 期（文物出版社、1992）、頁～。同氏「王連起談趙孟頫与《酒徳
頌》」『紫禁城』第 4 期（紫禁城出版社、2007）、頁 79～82。同氏「趙孟頫書
法芸術簡論」『趙孟頫研究論文集』（上海書画出版社、1995）頁 777～806。同
氏「趙孟頫書画真偽的鑑考問題」『中国歴代書画鑑別文集』（紫禁城出版社、
2000）、頁 87～119。同氏「趙孟頫〈與季宗源札〉考」『書法叢刊』第 3 期（文
物出版社、1995）、頁 40～46。同氏「趙孟頫〈國賓山長帖〉」『書法』第 4 期
（上海書画出版社、1995）、頁 7～8。同氏「再談趙孟頫書法的真僞問題」『書
法』第 4 期（上海書画出版社、1996）、頁 2～4、6。同氏「趙孟頫行書〈洛神
 序 章 │ 13 














                                                                         
賦〉真僞鑒考」『文物』第 8 期（上海書画出版社、2002）、頁 78～90。同氏「趙
孟頫的名號款印與鑒定問題」『中国書法全集 元代 趙孟頫一』43（栄宝斎出
版社、2002）、頁 64～68。同氏「従〈方外交疏〉看趙孟頫晩年書法芸術」『書
法叢刊』第 1 期（文物出版社、1989）、頁 20～33。 
 41同前掲注 40、王連起「趙孟頫書画真偽的鑑考問題」『中国歴代書画鑑別文
集』、頁 87 を参照。 
 42王連起主編『故宮博物院蔵文物珍品大系 元代書法』（上海科学技術出版
社、商務印書館（香港）、2001）、頁 17 を参照。 
43王連起氏は《洛神賦》を前期と中期の過渡期に位置する作品だとしてい
る。詳細は『海を渡った中国の書 エリオット・コレクションと宋元の名蹟』





























                                                                         
館館刊』第 2 巻 4 期、頁 51～62 を参照。 
46傅申「趙孟頫書小楷常清静経及其早期書風」『趙孟頫国際研討会論文集』
（上海書店、1994）、頁 51～55 を参照。後に、傅申著『書史與書蹟―傅申書
法論文集』（一）（国立歴史博物館、1996）、頁 183～189 に収められた。 
47例えば、前述した許国平氏や、黄惇氏が挙げられる。これは本作が黄惇
主編『中国書法全集 元代 趙孟頫一』43、頁 95～97 にも収録されているこ
とからも窺える。 










































（ア）外山軍治：3 期（40 歳頃以前、40 歳代～50 歳代、60 歳以後）49 
（イ）傅申：3 期（44 歳以前、44 歳～61 歳まで、61 歳以降）50 
（ウ）塚本宏：3 期（40 歳以前、40 歳末～60 歳まで、晩年）51 
（エ）劉九庵：2 期（48 歳以前、48 歳以降）52 
（オ）王連起：4 期（45 歳以前、45 歳～55 歳、55 歳～60 歳、60 歳～）53  





る。詳細は前掲 6、頁 12 を参照。 
50同前掲注 41、傅申「趙孟頫書小楷常清静経及其早期書風」『中国歴代書画
鑑別文集』、頁 184～185 を参照。 
51塚本宏「古法の復活者」『中国書道史の 10 人』墨スペシャル 28（芸術新
聞社、1996）、頁 134 を参照。 
52同前掲注 33、劉九庵「趙孟頫的書法」『劉九庵書画鑑定集』、頁 80～81 を
参照。 
 序 章 │ 17 






















頁 8～14 を参照。 
 55羅月霞主編『鑾坡後集』巻之九『宋濂全集』（浙江古籍出版社、1999）、
頁 759 を参照。 
56同前掲注 29、呉栄光『辛丑消夏記』巻 3、頁 324 を参照。 
 57宋濂や呉栄光のように趙孟頫の書法を分期する明、清人の論説も見られ
るが、特別重要な示唆がないため、個々の検討は割愛する。参考資料として、


























                           
 58王連起「趙孟頫書法芸術簡論」『趙孟頫研究論文集』（上海書画出版社、
1995）、頁 777 を参照。 
 59黄惇「従杭州到大都―趙孟頫書法評伝」『中国書法全集 元代 趙孟頫一』
43（栄宝斎出版社、2002）、頁 16 を参照。 





















                           
60同前掲注 55、羅月霞主編『芝園後集』巻第三『宋濂全集』、頁 1376 を参
照。 
61同前掲注 55、羅月霞主編『黄誉刻輯補』『宋濂全集』、頁 2098 を参照。 
62同前掲注 55、羅月霞主編『鑾坡後集』巻之九『宋濂全集』、頁 759 を参照。 
63同前掲注 55、羅月霞主編『芝園前集』巻第五『宋濂全集』、頁 1255 を参
照。 






















                           
65同前掲注 55、羅月霞主編『鄭済刻輯補』『宋濂全集』（浙江古籍出版社、
1999）、頁 1902 を参照。 
66同前掲注 55、羅月霞主編『翰苑別集』巻第八『宋濂全集』（浙江古籍出版
社、1999）、頁 1108 を参照。 
67同前掲注 55、羅月霞主編『翰苑別集』巻第二『宋濂全集』（浙江古籍出版
社、1999）、頁 994 を参照。 
68同前掲注 55、羅月霞主編『鑾坡後集』巻之九『宋濂全集』（浙江古籍出版
社、1999）、頁 760 を参照。 














































































































 序 章 │ 25 

















                           










































巻（二玄社、1991）、頁 238 を参照。 






















                           
 76この 2 作は 2012 年の 5 月、筆者が韓国国立中央図書館でフィールド調査
を行った際に確認した新資料である。 
 77朱家溍主編『歴代著録法書目』（紫禁城出版社、1997）、頁 332～355 より
統計したデータである。 
 78拙文「元趙孟頫書〈禊帖源流〉巻賞析」『故宮文物月刊』第 329 期（国立




























雪斎集』（西泠印社、2010）、頁 335 を参照。 
 81紙幅の都合上、本論では必要な資料だけを作品リストに加えている。現
在確認できる全ての資料をリストアップしたものではない。 



















































                           
 82例えば、現在でも先述した《漢汲黯伝》を真跡だとする研究がある。張
光賓氏が鑑定を行う前は真跡だとされていたが、近年は兪和説が有力となっ




















































                           
 83角井博「書道史を学ぶにあたって」『決定版中国書道史』（芸術新聞社、
2009）、頁 5 を参照。 


















































































































   
【図２】趙孟頫跋《石鼓文》   【図３】《清華斎趙帖》（部分） 
   
 序 章 │ 39 
【図４】趙孟頫《大雨賦》帖（部分）【図５】趙孟頫《豳風七月賛》帖（部分） 





























































1284 元・至元二十一年 甲申 31 呉興在住。
書店で《淳化閣帖》祖本の
卷二、五、八を入手。














































































1296 元・元貞二年 丙申 43 病のため、江南にて療養。
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干支 年齢 真跡数 作品名 種類 図版出典 収蔵先 真偽 備考
至元十六年
（1279）
己卯 26 明粛楼記 碑文書法 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
至元十七年
（1280）
庚辰 27 自書詩帖 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
至元十九年
（1282）
壬午 29 1 杜甫秋興詩 詩翰 中国書法全集　43 上海博物館 真
至元二十三年
（1286）
丙戌 33 2 草書千字文 古典臨書 中国書法全集　43 上海博物館 真 意臨
至元二十三年
（1286）
丙戌 33 3 無名氏曹娥碑 題跋款識 中国歴代書画鑑別文集 遼寧省博物館 真
至元二十四年
（1287）
丁亥 34 4 王献之保母碑 題跋款識 中国書法全集　43 北京故宮博物院 真
至元二十四年
（1287）
丁亥 34 5 王羲之大道帖 題跋款識 中国書法全集　43 国立故宮博物院 真
至元二十五年
（1288）
戊子 35 6 与右之二札之一 尺牘 西川寧著作集　三 日本個人蔵 真 西川寧鑑定
至元二十五年
（1288）






模書 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：偽
至元二十六年
（1289）
己丑 36 8 銭選八花図 題跋款識 墨跡大観　上 北京故宮博物院 真
至元二十六年
（1289）
己丑 36 9 禊帖源流 詩翰 中国書法全集　43 国立故宮博物院 真 私見：約34～37歳
至元二十六年
（1289）
己丑 36 10 致野翁書蘭亭考帖 尺牘 中国書法全集　43 国立故宮博物院 真 私見：約34～37歳
至元二十八年
（1291）




辛卯 38 11 致丈人節幹除援未定
帖




辛卯 38 12 致希魏判簿倏爾両歳
帖








壬辰 39 13 伝歐陽詢夢奠帖 題跋款識 中国書法全集　43 遼寧省博物館 真
至元二十九年
（1292）






癸巳 40 14 韓滉五牛図（前段） 題跋款識 墨跡大観　上 北京故宮博物院 真
元貞元年
（1295）
乙未 42 憎蒼蠅文 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 偽：国立故宮博物院
元貞元年
（1295）
乙未 42 15 趵突泉詩 詩翰 中国書法全集　43 国立故宮博物院 真
元貞元年
（1295）







乙未 42 17 致晋之足下数日帖 尺牘 故宮歴代法書全集　14 国立故宮博物院 真 単国強：元貞年間
元貞元年
（1295）
乙未 42 18 致野堂提挙不望風采
帖
尺牘 故宮歴代法書全集　14 国立故宮博物院 真 単国強：元貞年間
元貞元年
（1295）
乙未 42 19 蘭亭帖 題跋款識 墨跡大観　上 北京故宮博物院 真














丙申 43 劉松年樂志論図 題跋款識 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
元貞二年
（1296）











































丙申 43 27 致季統山長付至紙素
帖
尺牘 故宮歴代法書全集　14 国立故宮博物院 真 単国強：元貞二年
元貞二年
（1296）





丁酉 44 29 二賛二図詩帖 詩翰 元代書法 北京故宮博物院 真
大徳元年
（1297）
丁酉 44 30 与右之二札之二 尺牘 西川寧著作集　三 日本個人蔵 真
大徳元年
（1297）
丁酉 44 元趙孟頫留犢図 題跋款識 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 偽：国立故宮博物院
大徳元年
（1297）
丁酉 44 31 帰去來辞 詩翰 中国書法全集　43 上海博物館 真
大徳元年
（1297）














戊戌 45 金剛経 仏道経典 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
大徳二年
（1298）
戊戌 45 34 致徳輔教授奉答帖 尺牘 故宮歴代法書全集　14 国立故宮博物院 真 単国強：大徳二年
大徳二年
（1298）
戊戌 45 35 致徳輔教授李長帖 尺牘 故宮歴代法書全集　14 国立故宮博物院 真 単国強：大徳二年
大徳二年
（1298）
戊戌 45 36 致吉卿郎中前歳到杭
帖
尺牘 元代書法 北京故宮博物院 真 単国強：大徳二年
大徳二年
（1298）
戊戌 45 37 致進之提挙病来月餘
帖
尺牘 元代書法 北京故宮博物院 真 単国強：大徳二年
大徳二年
（1298）
戊戌 45 38 陸柬之文賦 題跋款識 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 真
大徳二年
（1298）





戊戌 45 前後赤壁賦図 詩翰 赤壁賦書画特展 国立故宮博物院 偽：国立故宮博物院
大徳二年
（1298）
戊戌 45 雙鉤水仙 題跋款識 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
大徳二年
（1298）





題跋款識 故宮書画図録　21 国立故宮博物院 私見：存疑
大徳二年
（1298）
戊戌 45 39 雪賦 詩翰 墨跡大観　上 山東省博物館 真
大徳二年
（1298）
戊戌 45 春山閒眺図 題跋款識 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
約大徳二年
（1298）










己亥 46 41 自題人騎図 題跋款識 趙孟頫画集 不詳 真
大徳三年
（1299）
己亥 46 42 重題人騎図 題跋款識 趙孟頫画集 不詳 真
大徳三年
（1299）
己亥 46 枯樹賦並図 古典臨書 趙孟頫画集 個人蔵 私見：存疑
大徳三年
（1299）




己亥 46 44 前後赤壁賦	 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 真
大徳三年
（1299）







己亥 46 45 宋高宗書孝経馬和之
絵図
題跋款識 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 真
大徳三年
（1299）
己亥 46 双驥図 題跋款識 故宮書画図録　4 国立故宮博物院 私見：存疑
大徳三年
（1299）
己亥 46 篆書千文 古典臨書 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
江浙任上 46-56 46 致宗源総管度日札 尺牘 趙孟頫書画珍品回家展
特集
北京故宮博物院 真
江浙任上 46-56 47 致宗源近見札 尺牘 趙孟頫書画珍品回家展
特集
北京故宮博物院 真
江浙任上 46-56 48 致進之足下乍涼帖 尺牘 修士論文 不詳 真
江浙任上 46-56 49 致静心相干軽率帖 尺牘 修士論文 不詳 真
江浙任上 46-56 50 致明遠提挙恵竹帖 尺牘 修士論文 不詳 真
大徳四年
（1300）
庚子 47 51 洛神賦 古典臨書 中国書法全集　43 天津博物館 真
大徳四年
（1300）
庚子 47 雪賦 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
大徳四年
（1300）
庚子 47 蘭亭図 題跋款識 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
大徳四年
（1300）
庚子 47 52 古木散馬図 題跋款識 故宮書画図録　17 国立故宮博物院 真
大徳四年
（1300）






題跋款識 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
大徳五年
（1301）
辛丑 48 53 前後赤壁賦 詩翰 故宮法書選 国立故宮博物院 真
大徳五年
（1301）
辛丑 48 晴巒翠靄図 題跋款識 故宮書画図録　17 国立故宮博物院 私見：存疑
大徳六年
（1302）





壬寅 49 55 呉興賦 詩翰 中国書法全集　43 浙江省博物館 真
大徳六年
（1302）





癸卯 50 57 玄妙観重修三清殿記 碑文書法 書道芸術　7 台北個人蔵 真
大徳七年
（1303）
癸卯 50 58 重江疊嶂 詩翰 故宮書画図録　17 国立故宮博物院 真
大徳七年
（1303）










60 陋室銘 詩翰 文物天地　10 広東省博物館 真
大徳八年
（1304）





甲辰 51 61 周文矩子建採神図 題跋款識 元代書法 北京故宮博物院 真
大徳八年
（1304）
甲辰 51 高上大洞玉経 仏道経典 オークション図録 個人蔵 私見：存疑
大徳八年
（1304）
甲辰 51 62 致彦明郎中宗陽宮帖 尺牘 元代書法 北京故宮博物院 真
大徳九年
（1305）






乙巳 52 63 雑書三段帖（前段） 詩翰 元代書法 北京故宮博物院 真
大徳九年
（1305）




乙巳 52 64 致兄長教授違遠帖 尺牘 元代書法 北京故宮博物院 真
大徳九年
（1305）
乙巳 52 九歌書画冊 詩翰 趙孟頫画集 紐約市美術館か 偽：徐邦達
大徳十年
（1306）
丙午 53 蘇軾古詩 詩翰 墨跡大観　上 国立故宮博物院 私見：存疑
大徳十年
（1306）
丙午 53 65 雑書三段帖（中段） 詩翰 元代書法 北京故宮博物院 真
大徳十年
（1306）
丙午 53 唐人九老図 題跋款識 趙孟頫画集 不詳 私見：存疑
大徳十年
（1306）
丙午 53 66 致徳輔教喩近来呉門
帖
尺牘 元代書法 北京故宮博物院 真
大徳十年
（1306）
丙午 53 67 致総管相公過蒙帖 尺牘 元代書法 北京故宮博物院 真
大徳十年
（1306）
丙午 53 68 与国賓山長入城帖 尺牘 元代書法 北京故宮博物院 真
大徳十年
（1306）
丙午 53 69 致達観長老恵書帖 尺牘 修士論文 北京故宮博物院 真




丙午 53 70 致明遠提挙柔毛帖 尺牘 墨跡大観　下 国立故宮博物院 真
大徳十一年
（1307）
丁未 54 71 松江宝雲寺記 碑文書法 墨跡大観　上 不詳 真
至大元年
（1308）
戊申 55 72 故總管張公墓誌銘 碑文書法 中国書法全集　43 北京故宮博物院 真
至大元年
（1308）







己酉 55 74 歐陽詢化度寺碑 題跋款識 墨跡大観　上 北京故宮博物院 真
至大元年
（1308）
己酉 55 75 止齋記 詩翰 墨跡大観　上 上海博物館 真
至大二年
（1309）
己酉 56 76 望江南淨土詞十二首 詩翰 墨跡大観　上 不詳 真
至大二年
（1309）
己酉 56 77 王献之保母志 題跋款識 墨跡大観　下 北京故宮博物院 真
至大二年
（1309）
己酉 56 78 禊帖源流 題跋款識 中国書法全集　43 国立故宮博物院 真
至大二年
（1309）
己酉 56 急就章 古典臨書 墨跡大観　上 遼寧省博物館 偽：王連起
至大二年
（1309）
己酉 56 急就章 古典臨書 墨跡大観　上 上海博物館 偽：王連起
至大二年
（1309）





己酉 56 桑寄生伝 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
至大二年
（1309）
己酉 56 山水図 題跋款識 故宮書画図録　17 国立故宮博物院 私見：存疑
至大二年
（1309）
己酉 56 観泉図 題跋款識 青緑山水画特別展図録 国立故宮博物院 偽：国立故宮博物院
至大二年
（1309）
己酉 56 醉菊図 題跋款識 故宮書画図録　17 国立故宮博物院 偽：国立故宮博物院
至大二年
（1309）
己酉 56 虢国夫人夜遊図 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
至大二年
（1309）




己酉 56 人馬図 題跋款識 故宮書画図録　28 国立故宮博物院 私見：存疑
至大二年
（1309）
己酉 56 字跡	 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
至大二年
（1309）




己酉 56 山水図 題跋款識 故宮書画図録　28 国立故宮博物院 私見：存疑
至大二年
（1309）
己酉 56 山水図 題跋款識 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
至大二年
（1309）
己酉 56 牧馬図 題跋款識 故宮書画図録　4 国立故宮博物院 私見：存疑
至大二年
（1309）
己酉 56 80 定武蘭亭帖 題跋款識 墨跡大観　上 国立故宮博物院 真
至大二年
（1309）
己酉 56 燕文貴長江萬里図 題跋款識 故宮書画図録　15 国立故宮博物院 私見：存疑
至大二年
（1309）
己酉 56 蘇軾中山松醪賦 題跋款識 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
至大二年
（1309）




己酉 56 劉永年花陰玉兔図 題跋款識 故宮書画図録　15 国立故宮博物院 私見：存疑
至大二年
（1309）







己酉 56 82 管道昇致嬸嬸秋深帖 尺牘 元代書法 北京故宮博物院 真
至大三年
（1310）
庚戌 57 趙伯駒滕王閣宴会図 題跋款識 故宮書画図録　16 国立故宮博物院 偽：国立故宮博物院
至大三年
（1310）
庚戌 57 汀草文鴛図 題跋款識 故宮書画図録　4 国立故宮博物院 私見：存疑
至大三年
（1310）
庚戌 57 画馬図 題跋款識 故宮書画図録　4 国立故宮博物院 私見：存疑
至大三年
（1310）
庚戌 57 夏木垂陰図 題跋款識 故宮書画図録　4 国立故宮博物院 私見：存疑
至大三年
（1310）
庚戌 57 貢獒図 題跋款識 故宮書画図録　17 国立故宮博物院 私見：存疑
至大三年
（1310）
庚戌 57 双駿図 題跋款識 故宮書画図録　17 国立故宮博物院 私見：存疑
至大三年
（1310）
己酉 57 83 蘭亭十三跋 題跋款識 中国書法全集　43 東京国立博物館 真
至大三年
（1310）
庚戌 57 84 臨静心本蘭亭序 古典臨書 中国書法全集　43 北京故宮博物院 真
至大三年
（1310）










壬子 59 国語晋文請隧 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
至大二年
（1309）







己酉 56 85 管道昇致嬸嬸秋深帖 尺牘 元代書法 北京故宮博物院 真
至大三年
（1310）







庚戌 57 87 管道昇致尊親家太夫
人久疎上状帖
尺牘 元代書法 北京故宮博物院 真
至大四年
（1311）







辛亥 58 89 致季博提挙草率帖 尺牘 修士論文 不詳 真
皇慶元年
（1312）
壬子 59 90 致中峰和尚呉門帖 尺牘 中国法書選 北京故宮博物院 真
皇慶二年
（1313）
癸丑 60 趙孟頫管道昇合作 題跋款識 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
皇慶三年
（1314）
甲寅 61 91 万寿曲 詩翰 中国書法全集　43 北京故宮博物院 真
皇慶三年
（1314）
甲寅 61 92 唐国銓善見律 題跋款識 墨跡大観　上 北京故宮博物院 真
延祐元年
（1314）
甲寅 61 93 韓滉五牛図（後段） 題跋款識 墨跡大観　上 北京故宮博物院 真
延祐二年
（1315）
乙卯 62 名人書画貳冊（下） 題跋款識 故宮書画図録　29 国立故宮博物院 私見：存疑
延祐二年
（1315）
乙卯 62 宋人耆英会図 題跋款識 故宮書画図録　17 国立故宮博物院 私見：存疑
延祐二年
（1315）
乙卯 62 94 何澄帰荘図 題跋款識 趙孟頫画集 吉林省博物院 真
延祐二年
（1315）
乙卯 62 95 続千字文 古典臨書 元代書法 北京故宮博物院 真
延祐二年
（1315）


















丙辰 63 96 帝師胆巴碑 碑文書法 中国書法全集　43 北京故宮博物院 真
延祐三年
（1316）
丙辰 63 97 酒徳頌 詩翰 中国書法全集　43 北京故宮博物院 真
延祐三年以降
（1316）
丙辰 63 98 某院記残稿 碑文書法 書道芸術　7 不詳 真
延祐三年
（1316）
丙辰 63 僧明本懷靜土詩 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
延祐三年
（1316）
丙辰 63 99 楊凝式夏熱帖 題跋款識 墨跡大観　上 北京故宮博物院 真
延祐五年
（1318）
戊午 65 金剛般若波羅蜜経 仏道経典 趙孟頫書法全集 不詳 私見：存疑
延祐五年
（1318）
戊午 65 100 王羲之快雪時晴帖 題跋款識 中国書法全集　43 国立故宮博物院 真
皇慶元年
（1312）
壬子 59 101 致次山総管竊禄帖 尺牘 修士論文 個人蔵 真
皇慶二年
（1313）




























戊午 65 106 致中峰和尚叨位帖 尺牘 元代書法 北京故宮博物院 真
延祐五年
（1318）
戊午 65 張公芸九世同居図 題跋款識 故宮書画図録　17 国立故宮博物院 私見：存疑
延祐五年
（1318）





戊午 65 108 懷素論書帖 題跋款識 中国書法全集　44 遼寧省博物館 真
延祐六年
（1319）
己未 66 109 嵆叔康与山巨源絶交
書
詩翰 元代書法 北京故宮博物院 真
延祐六年
（1319）




己未 66 九歌図并書 題跋款識 故宮書画図録　17 国立故宮博物院 偽：国立故宮博物院




戊午 65 110 致園中提挙東衡帖 尺牘 修士論文 吉林省博物館 真
延祐五年
（1318）
戊午 65 111 致進之提挙不蒙恵字
帖
尺牘 元代書法 北京故宮博物院 真
延祐六年
（1319）
己未 66 112 致中峰和尚俗塵帖 尺牘 中国書法全集　43 国立故宮博物院 真
延祐六年
（1319）
己未 66 113 致中峰和尚南還帖 尺牘 中国書法全集　43 国立故宮博物院 真
延祐六年
（1319）
己未 66 114 致中峰和尚酔夢帖 尺牘 中国書法全集　43 国立故宮博物院 真
延祐六年
（1319）
己未 66 115 致中峰和尚両書帖 尺牘 中国書法全集　43 国立故宮博物院 真
延祐六年
（1319）
己未 66 116 致中峰和尚還山帖 尺牘 中国書法全集　43 国立故宮博物院 真
延祐六年
（1319）
己未 66 117 致中峰和尚丹薬帖 尺牘 中国書法全集　43 国立故宮博物院 真
延祐六年
（1319）
己未 66 118 致進之提挙去家帖 尺牘 中国書法全集　43 国立故宮博物院 真
延祐六年
（1319）
己未 66 119 仇鍔墓志銘 碑文書法 書道芸術　7 陽明文庫 真
延祐六年
（1319）
己未 66 120 雑書三段帖（後段） 詩翰 元代書法 北京故宮博物院 真
延祐六年
（1319）









庚申 67 122 杭州福神観記 碑文書法 中国書法全集　44 北京故宮博物院 真
延祐七年
（1320）
庚申 67 蘇軾西湖詩	 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
延祐七年
（1320）
庚申 67 晝錦堂記 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
延祐六年
（1319）
己未 66 123 致中峰和尚両書帖 尺牘 中国書法全集　43 国立故宮博物院 真
延祐七年
（1320）





庚申 67 125 致中峰和尚山上帖 尺牘 中国書法全集　43 国立故宮博物院 真
延祐七年
（1320）
庚申 67 126 致中峰和尚入城帖 尺牘 中国書法全集　43 国立故宮博物院 真
延祐七年
（1320）
庚申 67 127 致中峰和尚塵事帖 尺牘 中国書法全集　43 国立故宮博物院 真
延祐七年
（1320）









詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：偽
延祐七年
（1320）






庚申 67 六体千字文 古典臨書 墨跡大観　上 北京故宮博物院 偽：徐邦達
至治元年
（1321）
辛酉 68 129 光福寺重建塔記 碑文書法 墨跡大観　上 上海博物館 真
至治元年
（1321）
辛酉 68 宋人臨輞川図 題跋款識 故宮書画図録　17 国立故宮博物院 偽：国立故宮博物院
至治元年
（1321）
辛酉 68 行草書千字文 古典臨書 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 偽：国立故宮博物院
至治元年
（1321）
辛酉 68 130 隆教禪寺疏 詩翰 中国書法全集　44 天津博物館 真
至治元年
（1321）
辛酉 68 131 趙氏一門三竹図 題跋款識 趙孟頫画集 北京故宮博物院 真
至治元年
（1321）
辛酉 68 132 致景亮栄上帖 尺牘 修士論文 中国歴史博物館 真
至治二年
（1322）
壬戌 69 133 致中峰和尚瘡痍帖 尺牘 中国書法全集　43 国立故宮博物院 真
至治二年
（1322）
壬戌 69 134 杜甫秋興詩 題跋款識 中国書法全集　43 上海博物館 真
至治二年
（1322）
壬戌 69 仏説阿彌陀経 仏道経典 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
至治二年
（1322）
壬戌 69 135 致成甫宰公旬日帖 尺牘 修士論文 北京故宮博物院 真
至治二年
（1322）
壬戌 69 136 為牟成甫乞米帖 尺牘 修士論文 北京故宮博物院 真
至正二年
（1342）
死後 呉興賦 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：疑
無紀年 137 易元吉猴貓圖 題跋款識 易元吉猴貓圖 国立故宮博物院 真 張華芝：60歳以降





無紀年 139 蘇軾煙江疊嶂詩 詩翰 墨跡大観　上 遼寧省博物館 真
無紀年 140 双松平遠図 題跋款識 趙孟頫画集 メトロポリタン
美術館
真
無紀年 141 高克恭墨竹坡石図 題跋款識 趙孟頫画集 不詳 真
無紀年 142 古木竹石図 題跋款識 趙孟頫画集 不詳 真
無紀年 143 葵花図 題跋款識 趙孟頫画集 不詳 真
無紀年 144 二体千字文 古典臨書 元代書法 北京故宮博物院 真
無紀年 黄庭経 古典臨書 元代書法 北京故宮博物院 真：王連起
私見：存疑
無紀年 洛神賦 古典臨書 元代書法 北京故宮博物院 真：王連起
私見：存疑
無紀年 145 蘭亭序 古典臨書 元代書法 北京故宮博物院 真
無紀年 146 行書千字文 古典臨書 元代書法 北京故宮博物院 真




詩翰 元代書法 北京故宮博物院 真：王連起
私見：存疑
無紀年 七絶詩 詩翰 元代書法 北京故宮博物院 真：王連起
私見：存疑
無紀年 陶淵明五言詩 詩翰 元代書法 北京故宮博物院 真：王連起
私見：存疑
無紀年 致林道人札 尺牘 書道芸術　7 東京国立博物館 真：東京国立博物館
私見：存疑
無紀年 147 高峰和尚行状 詩翰 墨跡大観　上 北京故宮博物院 真
無紀年 道徳経 仏道経典 書道芸術　7 龍谷大学 真：龍谷大学？
私見：存疑
紀年剥落 霜柯繋馬 題跋款識 故宮書画図録　4 国立故宮博物院 真：国立故宮博物院
私見：存疑
無紀年 織図詩 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 耕織図詩 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 趙粛書母衛宜人墓誌 碑文書法 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 偽：国立故宮博物院
無紀年 晴雲散帖 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 朱子感興詩	 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 真：国立故宮博物院
偽：李郁周
無紀年 小学 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 陶詩 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 148 再拜埜堂提挙友旧執
事
尺牘 墨跡大観　下 国立故宮博物院 真
無紀年 149 再拜進之提挙友愛執
事
尺牘 墨跡大観　下 国立故宮博物院 真
無紀年 150 再拜廉訪監司相公兄
閣下
尺牘 墨跡大観　下 国立故宮博物院 真
無紀年 151 晋之足下 尺牘 墨跡大観　下 国立故宮博物院 真
無紀年 152 付至紙素 尺牘 墨跡大観　下 国立故宮博物院 真
無紀年 153 奉記徳輔教授友愛足
下
尺牘 墨跡大観　下 国立故宮博物院 真
無紀年 154 徳輔教諭友愛足下 尺牘 墨跡大観　下 国立故宮博物院 真
無紀年 臨王羲之書冊 古典臨書 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 致徳敷総管帖 尺牘 故宮歴代法書全集　13 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 致伝道帖 尺牘 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 155 論裴行儉書法 詩翰 大汗的世紀：蒙元時代
的多元文化與芸術
国立故宮博物院 真
無紀年 156 論虞世南書法 詩翰 大汗的世紀：蒙元時代
的多元文化與芸術
国立故宮博物院 真
無紀年 書贊 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 韋蘇州詩 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 偽：国立故宮博物院
無紀年 致子敬教授尺牘 尺牘 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
 序 章 │ 51 
 
無紀年 157 致万戶相公尊親家 尺牘 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 真
無紀年 臨裹鮓帖 古典臨書 中国書法全集　44 国立故宮博物院 真：黄惇
私見：存疑
無紀年 臨裹鮓帖 古典臨書 中国書法全集　44 国立故宮博物院 真：黄惇
私見：存疑
無紀年 臨裹鮓帖 古典臨書 中国書法全集　44 国立故宮博物院 真：黄惇
私見：存疑
無紀年 158 臨王羲之採菊帖 古典臨書 中国書法全集　44 国立故宮博物院 真
無紀年 159 臨王羲之太常帖 古典臨書 中国書法全集　44 国立故宮博物院 真
無紀年 元趙孟頫墨跡 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 泥金書孝経 仏道経典 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 詩説 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 行書七言律詩 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 題画詩 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 岳陽楼記 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 晝錦堂記 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 蘇軾稼説 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 偽：国立故宮博物院
（詹仲和書）
無紀年 説補標題 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 真：国立故宮博物院
私見：存疑
無紀年 橙黄橘緑 題跋款識 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 窠木竹石 題跋款識 故宮書画図録　4 国立故宮博物院 真：国立故宮博物院
私見：存疑
無紀年 160 陳琳溪鳧図 題跋款識 故宮書画図録　4 国立故宮博物院 真
無紀年 王詵漁村小雪図 題跋款識 故宮書画図録　16 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 甕牖図 題跋款識 故宮書画図録　17 国立故宮博物院 真：国立故宮博物院
私見：存疑
無紀年 山水 題跋款識 故宮書画図録　17 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 秋山仙奕図 題跋款識 故宮書画図録　17 国立故宮博物院 真：国立故宮博物院
私見：存疑
無紀年 西園雅集図 題跋款識 故宮書画図録　4 国立故宮博物院 偽：国立故宮博物院
（明人）
無紀年 松陰晩棹図 題跋款識 故宮書画図録　4 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 富春垂釣 題跋款識 故宮書画図録，4 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 萬柳堂図 題跋款識 故宮書画図録　4 国立故宮博物院 真：国立故宮博物院
私見：存疑
無紀年 荷花水鳥図 題跋款識 故宮書画図録　4 国立故宮博物院 真：国立故宮博物院
私見：存疑
無紀年 画馬 題跋款識 故宮書画図録　4 国立故宮博物院 真：国立故宮博物院
私見：存疑
無紀年 箕子授書図并書洪範 詩翰 故宮書画図録　17 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 鮮于樞大書二十字 題跋款識 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 調良図 題跋款識 故宮書画図録　28 国立故宮博物院 真：国立故宮博物院
偽：王連起
無紀年 橫琴高士 題跋款識 故宮書画図録　28 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 宋徽宗真跡耄耋図 題跋款識 故宮書画図録　15 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 錢選画牡丹 題跋款識 故宮書画図録　16 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 江山漁樂 題跋款識 故宮書画図録　28 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 趙幹冬景山水 題跋款識 故宮書画図録，28 国立故宮博物院 真：国立故宮博物院
私見：存疑
無紀年 曲榭観荷 題跋款識 故宮書画図録　29 国立故宮博物院 真：国立故宮博物院
私見：存疑
無紀年 松泉瀹茗 題跋款識 故宮書画図録　28 国立故宮博物院 真：国立故宮博物院
私見：存疑
無紀年 群馬 題跋款識 故宮書画図録　28 国立故宮博物院 真：国立故宮博物院
私見：存疑












無紀年 165 二羊図 題跋款識 墨跡大観　下 北京故宮博物院 真
無紀年 166 趙伯驌万松金闕図 題跋款識 墨跡大観　下 北京故宮博物院 真
無紀年 167 宋徽宗竹禽図 題跋款識 墨跡大観　下 北京故宮博物院 真
無紀年 168 七兒一女帖 古典臨書 墨跡大観　下 北京故宮博物院 真
無紀年 169 李衎四清図 題跋款識 墨跡大観　下 北京故宮博物院 真
無紀年 170 遠遊篇 詩翰 元代書法 北京故宮博物院 真
無紀年 171 為黄公望書快雪時晴
大字
題跋款識 芸術巨匠：趙孟頫 北京故宮博物院 真
無紀年 172 為中峰和尚書心経 仏道経典 中国書法全集　44 遼寧省博物館 真
無紀年 中峰和尚詩 詩翰 趙孟頫書法全集 不詳 私見：存疑
無紀年 173 秋聲賦 詩翰 中国書法全集　44 遼寧省博物館 真
無紀年 174 送秦少章序 詩翰 墨跡大観　下 上海博物館 真
無紀年 175 行書千字文 古典臨書 墨跡大観　下 北京故宮博物院 真
無紀年 176 霊隠大川濟禪師塔銘 碑文書法 墨跡大観　下 上海博物館 真
無紀年 177 真草千文 古典臨書 元代書法 北京故宮博物院 真
無紀年 謝幼輿丘壑図 題跋款識 趙孟頫画集 プリンストン大
学付属美術館
存疑
無紀年 178 為日林上人書心経 仏道経典 書法叢刊 不詳 真
無紀年 楞嚴経 仏道経典 書画経典国際学術研討
会論文集
広東省博物館 私見：存疑
無紀年 天冠山詩 詩翰 天冠山詩帖 不詳 偽：王連起
無紀年 臨聖教序 古典臨書 書法叢刊 不詳 偽：王連起
無紀年 參同契 詩翰 趙文敏参同契真蹟 不詳 私見：存疑
無紀年 東坡次韻潛詩 詩翰 国立故宮博物院データ 国立故宮博物院 私見：存疑
無紀年 179 雪岩和尚拄杖歌 詩翰 趙孟頫書画珍品回家展
特集
上海博物館 真
無紀年 180 南谷帖巻 尺牘 趙孟頫書画珍品回家展
特集
上海博物館 真
無紀年 181 道場何山詩帖 詩翰 趙孟頫書画珍品回家展
特集
北京故宮博物院 真
無紀年 182 出師表 詩翰 趙孟頫書画珍品回家展
特集
北京故宮博物院 真
無紀年 183 王羲之丙舎帖 題跋款識 趙孟頫書法全集 不詳 真
無紀年 琴賦 詩翰 趙孟頫書法全集 不詳 私見：存疑
無紀年 與鮮于枢行草合巻 詩翰 趙孟頫書法全集 国立故宮博物院 私見：存疑

































                           
1張栄慶「趙孟頫世系考（外二則）」『趙孟頫国際書学研討会論文集』（上海
書店、1994）、頁 216～224 を参照。 




































                           
5姜一涵「趙孟頫書湖州妙厳寺」『故宮季刊』第 10 巻、第 3 期 (国
立故宮博物院、 1976)、頁 59～ 80。劉建華「趙孟頫書《蔚州楊氏
先塋碑銘》考」『文物春秋』第 2 期（文物春秋雑誌社、 1992）、頁
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学院学報』第 3 期（陜西教育學院、 1997）、頁 20～ 22。馬国莉、
房樹輝「趙孟頫書《聖主本命長生祝誕碑》」『文物春秋』第 5 期（文
物春秋雑誌社、 2007）、頁 53～ 54。陳菁「元趙孟頫楷書《仇鍔墓
碑銘》巻考」『上海博物館集刊』第 11 期（上海書画出版社、2008）、
頁 27～ 35 などが取り上げられる。  
6方聞「中国の書―理論と歴史」『海を渡った中国の書 エリオット・コレ
クションと宋元の名蹟』（読売新聞社、2002）、頁 266 を参照。 
7この大徳九年（1305）説は、趙孟頖の卒年より推測したものである。詳細
は前掲注 4、頁 35～36 を参照。 






























9桜井智美「趙孟頫の活動とその背景」『東洋史研究』第 56 巻第 4 号（東洋









108 点（真：44 点、存疑：64 点）、碑文稿 13 点、（真：12 点、偽：1 点）、拓











                           
10同前掲注 8、黄惇「従杭州到大都―趙孟頫書法評伝」『中国書法全集 元
代 趙孟頫一』43、頁 16 を参照。 
11王連起「鮮于枢和他的書法芸術」『文物』総 412 期（文物出版社、1990）、
頁 25、32 を参照。 
12徐自強主編『北京図書館蔵北京石刻拓片目録』（書目文献出版社、1994）、
凡例を参照。 
13同前掲注 8、黄惇「従杭州到大都―趙孟頫書法評伝」、頁 16 を参照。これ
は『元史』第 8 巻、志（5）（中華書局、2005、頁 2312）に見られる「儒学提
挙司、秩従五品。各処行省所署之地、皆置一司、統諸路、府、州、県学校祭
祀教養銭糧之事、及考校呈進著述文字。」を要約したものと思われる。 

























起「趙孟頫道教碑真偽考」『文物』第 6 期（文物出版社、1983、頁 76～86）
を参照。 




























頁 42 を参照。 
18拙文「元趙孟頫書〈禊帖源流〉巻賞析」『故宮文物月刊』第 329 期（国立
故宮博物院、2010）、頁 83 を参照。 
19中砂明徳『江南 中国文雅の源流』（講談社、2002）、頁 41 を参照。 

























































                                                                         
『漢碑研究』（斉魯書社、1990）、頁 111～113 を参照。 
25鮮于枢《蕭山県新文廟碑陰記》拓本(中国国家図書館蔵、大徳三年立石)、
《鮮于必強墓誌銘》拓本(『書法叢刊』第 1 期、1995 より引用)は 2 点、鄧文
原《清居院記》(『中国書法』第 3 期、2001)は 1 点が確認できる。 













































                           
26同前掲注 18、拙文「元趙孟頫書〈禊帖源流〉巻賞析」、頁 83 を参照。 
 27同前掲注 8、作品考釈 6「禊帖源流考小楷巻並信跋」『中国書法全集 元
代 趙孟頫二』44、頁 454 を参照。 
 28趙孟頫著、黄天美点校「哀鮮于伯幾」『松雪斎集』巻 3（西泠印社、2010）、
頁 43 を参照。 






集 元代 趙孟頫一』43、頁 94 を参照。 
























                           
31同前掲注 4、拙文「趙孟頫書《三清殿記》と《三門記》二稿の流伝史をめ


























唐法書名蹟』（国立故宮博物院、2008）、頁 234～249 を参照。 
33容庚編『叢帖目』1（中華書局香港分局、1980）、頁 7 を参照。 
34周密『雲煙過眼録』（百部叢書集成本 76〔底本は十万巻楼叢書本〕、芸文
印書館、1968）巻上《蘭坡趙都丞与懃所蔵》、頁 3 と巻下《趙子昂孟頫乙未自
燕回出所収書画古物》、頁 19 を参照。 





















                           
35胡海峰等編《鮮于光祖墓誌》『北京大学図書館蔵金石拓本菁華』（文物出
版社、1998）、頁 163 の解題を参照。 
36楊美莉、趙鉄銘主編『中華五千年文物集刊』法書篇 8（中華五千年文物集
刊編輯委員会、1986）、頁 124 を参照。 
37張光賓氏は「趵突泉詩是行書、它体現了王羲之快雪時晴帖、又融会了唐
代李邕的風格、創出典型趙体。」と先に同様の考えを提示している。詳細は張
































43 を参照）とあり、二人が出会った正確な年代は不明だが、趙孟頫が 20 代
の頃だと思われる。 





















































                           
43同前掲注 6、方聞「中国の書―理論と歴史」『海を渡った中国の書 エリ
オット・コレクションと宋元の名蹟』、頁 273 を参照。 






















                           
44王連起氏は、④の《松江宝雲寺記》は趙孟頫が王羲之の筆意から李邕に
転換し始めた作品だとしている。詳細は王連起「趙孟頫書法芸術簡論」『趙孟



















































付 節 《二稿》に関する文献学的調査 
 
本節では標記の趙孟頫書《玄妙観重修三清殿記》と《玄妙観重修三門記》
                           
46蕭吟「趙孟頫的両件墨蹟」『書法叢刊』第 1 期（文物出版社、1996）、頁 2
～9 を参照。 
47朱万章「従三件書法看趙孟頫書風的分期」『文物天地』第 10 期（文物天


















                           
48『書譜』総第 64 期（書譜出版社、1985）、頁 2 を参照。 
49これまで筆者が閲した《二稿》の流伝に関する先行研究は下記の通りで
ある。①前掲注 1、『書譜』総第 64 期、頁 2。②内藤乾吉解説『書道全集』第
17 巻（平凡社、1956）、頁 153～154。③中国書蹟名品展実行委員会編集『中




京国立博物館、2002）、頁 96～97 と 134～136。⑦大阪市立美術館編『海を渡
った中国の書 エリオット・コレクションと宋元の名蹟』（読売新聞社、2003）、
頁 320。⑧東京国立博物館・朝日新聞社編『書の至宝 日本と中国』（朝日新
聞社、2006）、頁 328。⑨徐邦達著、故宮博物院編『徐邦達集 5 古書画過






















晩栄輯『述古叢鈔』初集第 2 冊より、頁 6） 
・趙孟頫臨韓生双馬図。小竹石図。正書重修元(玄)妙観三清殿記。 又山(三)
門記。行書前後赤壁賦。 


















837 冊より、台湾商務印書館、1983、頁 572） 
趙文敏書玄妙観三清殿等記。 




























Ｇ、『欽定石渠宝笈続編 乾清宮蔵 6』（『続修四庫全書』第 1069 冊より、
上海古籍出版社、1995、頁 683～684） 





















    題趙孟頫書玄妙観重修三門記。 
    Ｂ②と同じ、不録。 
Ｋ、王原祁（明・崇禎十五年～清・康熙五十四年、1642～1715）等輯『佩
文斎書画譜』第 5 冊（北京市中国書店、1984、頁 2241） 
Ｂ②と同じ、不録。（『恬致堂集』より） 
Ｌ、銭泳（清・乾隆二十四年～道光二十四年、1759～1844）『履園叢話』巻







代書画録続編』第 12 冊、国家図書館出版社、2010、頁 6～7） 





























② 董其昌 Ｂ①と同じ、不録。 





















                           
51東京国立博物館画像検索： 
http://image.tnm.jp/image/1024/C0099124.jpg を参照。 




















えあわせると、大徳 6 年以降至大 2 年の間、趙の 49 歳から 56 歳まで
の書写と考えられる。しかし両者の書風は比較的近似しており、三門
                           
 52阿部房次郎の生涯と収蔵について、弓野隆之「阿部房次郎」『中国書画探
訪 関西の収蔵家とその名品』（二玄社、2011）、頁 20～21 で紹介されている。
また、同書、頁 210 に参考文献として掲げてられている。 

























                           
55同前掲注 49、富田淳「宋元書蹟題跋輯録」『東京国立博物館紀要』第 37
号、頁 135 を参照。 




号、頁 136 を参照。 























































商務印書館、1983）、頁 1～2 と頁 512 による。 



















                           
60同前掲注 13、容庚編『叢帖目』2、頁 479～482 を参照。 
61同前掲注 13、容庚編『叢帖目』3、頁 1202～1203 を参照。 
62井上充幸「姜紹書と王越石―『韻石斎筆談』に見る明末清初の芸術市場
と徽州商人の活動―」『東洋史研究』第 64 巻第 4 号（東洋史研究会、2006）、
頁 1～37 を参照。 
63これまで筆者が閲した王越石に関する先行研究は、注を含め下記のとお
りである。①王運天「巻内巻外談―読唐寅《黄茅渚小景巻》而想起」『上海博
物館集刊』第 9 期（上海書画出版社、2002）、頁 343～352。②肖燕翼「明清
之際的骨董商―王越石」『古書画史論鑑定文集』（紫禁城出版社、2005）、頁
303～308。③万木春「書画的流通」『味水軒里的閑居者：万暦末年嘉興的書画
世界』（中国美術学院出版社、2008）、頁 93 を参照。 
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66元劉致跋《鮮于枢進学解》については、呉哲夫主編、楊美莉等著『中華































































































 第一章 趙孟頫の碑文書法 │ 97 
【表１】趙孟頫の碑文書法 
 
番号 種類 碑文名 年齢 形態 真偽関係 出典/所蔵先
1 h 宋龍隠上巌修経略司犒賞庫記 淳祐九年 拓本 偽：私見 台湾傅斯年図書館
2 c 輝州重修玉虚観碑 至元元年 拓本 偽：私見 台湾傅斯年図書館
3 h 明粛楼記 至元二十二年（32 文献 真 松雪斎集
4 h 明粛楼記 至元二十二年（32 稿本 偽：私見 国立故宮博物院
5 b 鮮于府君墓誌銘 至元二十四年（34 拓本 真 北京大学図書館
6 c 九官山重建欽天瑞慶宮記 至元二十四年（34 文献 真 松雪斎集
7 c 空相寺記 至元二十九年（39 拓本 真 北京図書館
8 b 姜彧墓誌銘 至元三十年（40 文献 真 松雪斎集
9 b 趙受益墓誌銘 至元三十年（40 文献 真 松雪斎集
10 c 盤陽路重修先聖廟記 至元三十年五月（40 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
11 d 利津県廟学碑 至元三十年八月（40 拓本 真 北京図書館
12 b 王深及妻寧氏合葬志 至元三十年八月（40 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
13 d 済陽県廟学碑 至元三十一年八月（41 拓本 真 北京図書館
14 c 臨済正宗之碑 元貞元年（42 文献 真 松雪斎集
15 b 故成都路防城軍民総管李公墓誌銘 元貞元年（42 文献 真 松雪斎集
16 h 五台山文殊菩薩顕応記 元貞元年（42 文献 真 松雪斎集
17 a 程氏先塋之碑 元貞元年（42 文献 真 松雪斎集
18 a 杜氏先塋之碑 元貞元年（42 文献 真 松雪斎集
19 c 瑞州路北乾明寺記 元貞二年（43 文献 真 松雪斎集
20 c 南涇道院記 元貞二年（43 文献 真 松雪斎集
21 c 重修城隍廟碑 元貞二年五月（43 拓本 存疑：私見 台湾傅斯年図書館
22 c 重修観堂記 大徳元年（44 文献 真 松雪斎集
23 a 先侍郎阡表 大徳元年（44 文献 真 松雪斎集
24 c 大成殿記 大徳三年十月（46 拓本 真 北京図書館
25 c 上虞蘭穹山寺碑 大徳四年（47 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
26 b 有元故征士王公墓誌銘 大徳四年（47 文献 真 松雪斎集
27 d 嘉興路重修儒学記 大徳五年（48 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
28 b 張弘鋼墓誌 大徳五－九年（48－52 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
29 c 玄妙観重修三清殿記 大徳七年（50 稿本 真 香港個人蔵
30 c 玄妙観重修三門記 大徳七－九年（50－52 稿本 真 東京国立博物館
31 c 玄妙観重修三門記 大徳七－九年（50－52 拓本 真 玉虹鑑真帖
32 h 紹興路増置義田記碑 大徳八年四月（51 拓本 存疑：私見 北京図書館
33 b 故嘉興県主簿謝府君墓誌銘 大徳九年（52 文献 真 松雪斎集
34 b 故忠翊校尉海道運糧千戸謝君墓誌銘 大徳九年（52 文献 真 松雪斎集
35 b 五兄壙志 大徳九年（52 文献 真 松雪斎集
36 a 霊隠大川済禅師塔銘 大徳九年（52 稿本 真 上海博物館
37 a 霊隠大川済禅師塔銘 大徳九年（52 拓本 真 松雪斎法書帖
38 h 漁荘記 大徳十年（53 拓本 存疑：私見 北京図書館
39 a 康里公碑 大徳十一年（54 文献 真 松雪斎集
40 a 趙国文定公神道碑銘 大徳十一年（54 文献 真 松雪斎集
41 b 呉用晦墓誌銘 大徳十一年（54 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
42 c 棣州三学資福寺蔵経碑 大徳十一年正月（54 拓本 存疑：私見 台湾傅斯年図書館
43 d 嘉興路重修廟学碑記 大徳十一年七月（54 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
44 c 松江宝雲寺記 大徳十一年十二月（54 稿本 真 不詳（影印本）
45 c 松江宝雲寺記 大徳十一年十二月（54 拓本 真 北京図書館
46 b 故総管張公墓誌銘 至大元年（55 稿本 真 北京故宮博物院
47 b 故総管張公墓誌銘 至大元年（55 拓本 真 松雪斎法書帖
48 b 王泰来墓誌銘 至大元年（55 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
49 h 呉江重建留珠藍若碑 至大元年九月（55 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
50 h 常熟知州盧侯正祠記 至大二年正月（56 拓本 存疑：私見 台湾傅斯年図書館
51 b 任叔実墓誌銘 至大二年（56 文献 真 松雪斎集
52 g 推官庁題名記 至大二年（56 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
53 c 湖州妙厳寺記 至大二－三年（56－57 稿本 真 プリンストン大学付属美術館
54 c 佑聖観重建元武殿碑 至大二－三年（56－57 拓本 存疑：私見 台湾傅斯年図書館
55 a 江東宣慰使珊竹公神道碑 至大二－三年（56－57 拓本 存疑：私見 台湾傅斯年図書館
56 h 元加封孔子札付碑 至大三年（57 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
57 d 嘉興路修学記 至大三年（57 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
58 c 華陽道院碑銘 至大三年（57 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
59 a 中條孫氏先塋碑 至大三年（57 拓本 存疑：私見 台湾傅斯年図書館
60 c 崑山淮雲院記疏 至大三年（57 拓本 真 秋碧堂法帖
61 c 崑山淮雲院記 至大三年（57 稿本 真 北京故宮博物院
62 b 靳公墓誌銘 至大四年（58 文献 真 松雪斎集
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63 b 眉州青神陳氏墳道碑銘 至大四年四月（58 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
64 h 推官庁公生明記 至大年間 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
65 b 濮君墓誌銘 皇慶元年（59 文献 真 松雪斎集
66 h 管公楼孝思道院記 皇慶元年（59 文献 真 松雪斎集
67 a 定演道行碑 皇慶元年（59 拓本 真 北京図書館
68 a 呉興郡公趙公碑 皇慶元年（59 文献 真 松雪斎集
69 c 大元大普慶寺碑銘 皇慶元年（59 文献 真 松雪斎集
70 a 仰山栖隠寺満禅院道行碑 皇慶元年（59 文献 真 松雪斎集
71 c 袁州大仰山重建太平興国禅寺碑 皇慶元年（59 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
72 c 霊隠寺碑 皇慶元年（59 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
73 e 湖州路総管府題名記 皇慶元年（59 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
74 a 東華大紫府輔元立極帝君碑 皇慶元年十月（59 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
75 a 騎都尉弘農伯楊瓊神道碑 皇慶二年正月（60 拓本 存疑：私見 北京図書館
76 b 義士呉公墓誌銘 皇慶二年（60 文献 真 松雪斎集
77 b 田師孟墓誌銘 皇慶二年（61 文献 真 松雪斎集
78 c 興隆寺碑 皇慶二年（62 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
79 h 勅賜玄真妙応淵徳慈済元君碑 皇慶二年（63 文献 真 松雪斎集
80 c 呂梁廟碑 皇慶二年十月（60 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
81 h 敕建大都路総治碑 皇慶二年十月（60 拓本 存疑：私見 北京図書館
82 a 楊氏先塋記 延祐元年（61 文献 真 松雪斎集
83 a 定慧禅師碑 延祐元年二月（61 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
84 c 重建泛海観音殿記 延祐元年二月（61 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
85 a 陽翟馮氏先塋碑 延祐元年三月（61 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
86 h 寧都州学孫氏五賢祠記 延祐元年三月（61 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
87 c 長興州修建東岳行宮記 延祐元年四月（61 拓本 存疑：私見 北京図書館
88 h 投龍簡記 延祐元年八月（61 拓本 存疑：私見 北京図書館
89 a 少林寺裕公禅師碑 延祐元年十一月（61 拓本 存疑：私見 台湾傅斯年図書館
90 a 梁公神道碑銘 延祐二年（62 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
91 h 貞節堂記 延祐二年正月（62 拓本 存疑：私見 北京図書館
92 c 大元一真慶万寿宮碑 延祐二年二月（62 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
93 c 重陽宮勅蔵御服碑 延祐二年三月（62 拓本 存疑：私見 台湾傅斯年図書館
94 a 清河郡伯張成墓碑 延祐二年三月（62 拓本 存疑：私見 北京図書館
95 c 崑山州重建海寧禅寺碑 延祐二年四月（62 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
96 a 姚氏先塋記 延祐二年六月（62 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
97 a 四川廉訪使梁天翔神道碑銘 延祐二年七月（62 拓本 存疑：私見 北京図書館
98 c 勅建大興龍寺碑銘 延祐二年七月（62 文献 真 松雪斎集
99 c 天目山大覚正等禅寺記 延祐三年（63 文献 真 松雪斎集
100 c 魯国公家廟碑 延祐三年（63 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
101 a 故嘉議大夫浙東海右道粛政廉訪使陳公碑 延祐三年（63 文献 真 松雪斎集
102 c 寿春堂記 延祐三年（63 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
103 c 某院記残稿 延祐三年以降（63 稿本 真 不詳（影印本）
104 d 勅賜伊川書院碑 延祐三年四月（63 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
105 a 賀公神道碑残石 延祐三年五月（63 拓本 存疑：私見 台湾傅斯年図書館
106 h 大元敕賜雍古氏家廟碑 延祐三年孟秋（63 拓本 偽：私見 蘭州碑林蔵
107 a 大元勅賜龍興寺大覚普慈広照無上帝師之碑 延祐三年十月（63 稿本 真 北京故宮博物院
108 a 大元勅賜龍興寺大覚普慈広照無上帝師之碑 延祐三年十月（63 拓本 真 台湾傅斯年図書館
109 a 魏国忠懿公神道碑 延祐三－五年（63－65 拓本 存疑：私見 台湾傅斯年図書館
110 a 勅賜玄真妙応淵徳慈済先君之碑 延祐四年（64 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
111 c 賢楽堂記 延祐四年（64 文献 真 松雪斎集
112 a 梁国文正公何瑋神道碑 延祐四年（64 拓本 存疑：私見 台湾傅斯年図書館
113 a 東平郡桓蕭公碑 延祐四年（64 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
114 c 徐州呂梁鎮玄武殿碑 延祐四年（64 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
115 c 佑聖観捐施題名記 延祐四年正月（64 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
116 a 晋陽山重修慈雲禅師碑 延祐四年正月（64 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
117 h 積菴記 延祐四年三月（64 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
118 c 衆福院記 延祐四年六月（64 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
119 c 大覚寺長明灯記 延祐四年十月（64 拓本 存疑：私見 台湾傅斯年図書館
120 h 龍興寺祝延聖主本命長生碑 延祐四年十一月（64 拓本 存疑：私見 北京図書館
121 a 追封吉天英碑 延祐四か五年（64か65 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
122 c 処州万象小崇福寺記 延祐五年（65 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
123 a 襄陵牛氏墓碑 延祐五年（65 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
124 a 勅贈貞文先生掲君碑 延祐五年二月（65 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
125 a 張氏官原墓表 延祐五年三月（65 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
126 a 隆道冲真崇正真人杜公碑 延祐五年三月以降（65 文献 真 松雪斎集
127 a 追封隴西郡伯李斌墓碑 延祐五年四月（65 拓本 存疑：私見 北京図書館




128 a 大元追封楚国夫人徐君碑銘 延祐五年七月（65 拓本 存疑：私見 北京図書館
129 c 普照禅師霊瑞塔碑 延祐五年九月（65 拓本 存疑：私見 北京図書館
130 c 龍虎山真風殿記 延祐六年（66 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
131 h 法智大師行業碑 延祐六年（66 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
132 c 呂粱鎮慶真観碑記 延祐六年（66 拓本 存疑：私見 北京図書館
133 a 鞏国武恵公哈剌碑 延祐六年（66 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
134 a 福建閩海道粛政廉訪使副仇府君墓碑銘 延祐六年（66 稿本 真 陽明文庫
135 a 福建閩海道粛政廉訪使副仇府君墓碑銘 延祐六年（66 拓本 真 台湾傅斯年図書館
136 c 飛英舎利塔記 延祐六年（66 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
137 c 資福寺記 延祐六年（66 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
138 c 永福寺碑 延祐六年（66 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
139 c 茅山崇禧万寿宮記 延祐六年（66 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
140 b 魏国夫人管氏墓誌銘 延祐六年（66 文献 真 松雪斎集
141 c 弘明塔銘 延祐六年（66 拓本 存疑：私見 北京図書館
142 c 番君廟碑 延祐六年三月（66 拓本 存疑：私見 台湾傅斯年図書館
143 a 虚照禅師明公塔銘 延祐六年八月（66 拓本 存疑：私見 台湾傅斯年図書館
144 c 大報国圓通寺碑 延祐六年十月（66 拓本 存疑：私見 台湾傅斯年図書館
145 c 杭州福神観記 延祐七年正月（67 稿本 真 上海博物館
146 c 杭州福神観記 延祐七年正月（67 拓本 真 台湾傅斯年図書館
147 c 処州万象山崇福寺記 延祐七年正月（67 拓本 存疑：私見 北京図書館
148 c 乾明広福禅寺観音殿記 延祐七年二月（67 拓本 存疑：私見 北京図書館
149 c 上乗寺長明灯記 延祐七年二月（67 拓本 存疑：私見 北京図書館
150 a 太常博士敬元長墓碣銘 延祐七年三月（67 拓本 存疑：私見 傅斯年図書館
151 a 金仙寺裕公和尚道行碑 延祐七年（67 拓本 存疑：私見 台湾傅斯年図書館
152 a 参知政事張思明神道碑 延祐七年（67 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
153 c 龍興寺長明灯記 延祐七年（67 拓本 存疑：私見 台湾傅斯年図書館
154 g 趙孟頫書三学資福禅寺額 延祐七年十二月（67 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
155 c 撫州永安禅院僧堂記 至治元年（68 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
156 c 光福寺重建塔記 至治元年（68 稿本 真 上海博物館
157 c 建康路三茅山崇禧万寿宮 至治元年正月（68 拓本 存疑：私見 北京図書館
158 c 長春道院記 至治元年四月（68 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
159 d 平江路重建儒学記 至治元年七月（68 拓本 存疑：私見 北京図書館
160 c 嘉興路資聖禅寺長生修造局記 至治元年十月（68 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
161 a 蔚州楊氏先塋碑銘 至治元年十一月（68 拓本 存疑：私見 北京図書館
162 h 李志椿道行記 至治二年（69 拓本 存疑：私見 北京図書館
163 h 涇県尹承務蘇公政績碑 至治二年二月（69 拓本 真 徐暢氏論文
164 a 孔治墓碑 至治四年 拓本 偽：私見 中国国家図書館
165 a 許熙載神道碑 後至元四年 拓本 偽：私見 台湾傅斯年図書館
166 a 珊竹公神道碑并蓋 泰定三年 拓本 偽：私見 台湾傅斯年図書館
167 a 張留孫碑 天暦二年 拓本 偽：私見 台湾傅斯年図書館
168 h 孫徳彧道行記 元統三年 拓本 偽：私見 台湾傅斯年図書館
169 g 上善池（隷書） 無紀年 拓本 偽：私見 台湾傅斯年図書館
170 h 江寧南門外善世碑 無紀年 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
171 g 碧瀾二字 無紀年 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
172 c 天寧万寿禅寺石刻 無紀年 拓本 偽：私見 台湾傅斯年図書館
173 c 普覚堂石刻 無紀年 拓本 偽：私見 台湾傅斯年図書館
174 g 趙子昂白雀山題字 無紀年 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
175 g 洗墨池三大字 無紀年 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
176 c 東林寺山門疏残碑 無紀年 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
177 g 徐大僕祠舞蚊石題字 無紀年 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
178 g 龍津二字 無紀年 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
179 f 大士象賛 無紀年 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
180 g 福厳禅寺額 無紀年 文献 存疑：私見 桜井智美氏論文参照
181 h 呉興山水清遠図記 無紀年 文献 真 松雪斎集
182 h 縮軒記 無紀年 文献 真 松雪斎集
183 h 黙斎記 無紀年 文献 真 松雪斎集
184 g 完州前進士題名記 無紀年 文献 真 松雪斎集
185 c 大雄寺仏閣記 無紀年 文献 真 松雪斎集
186 a 郝氏先塋之碑 無紀年 文献 真 松雪斎集
187 a 田氏賢母之碑 無紀年 文献 真 松雪斎集
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遞伝時期 （ア） （イ） 
明初 晋王府蔵 晋王府蔵 
明末 張丑蔵、『清河秘篋書画表』記載 張丑蔵、『清河秘篋書画表』記載 
万暦四十四年（1616） 張丑『清河書画舫』記載  
天啓元年(1621)前 附董其昌と陳継儒跋（《二稿》のどちらかの後に） 
天啓元年(1621) 曹起莘→王越石蔵（附陳跋）  
天啓三年 1624) 王越石蔵（附陳跋） 何氏→王越石蔵（附董跋） 
崇禎二年(1629) 王越石蔵（附陳跋） 王越石蔵、（附董、李跋） 
崇禎二年（1629）後 張丑『真跡日録』記載 張丑『真跡日録』記載 
明末清初 程正揆蔵 程正揆蔵 
清初 梁清標蔵 梁清標蔵 
清初 安岐蔵、『墨縁彙観』記載 梁師正蔵 
清初 呉升『大観録』記載 王原祁『佩文斎書画譜』記載 
清初 倪濤『六芸之一録』記載 倪濤『六芸之一録』記載 
清初 卞永誉『書画彙考』記載  
清乾隆年間  孔継涑《玉虹鑑真帖》収入 
乾隆五十八年（1793） 乾隆内府蔵、『石渠宝笈』続編記載 梁同書蔵 
嘉慶元年（1796）  梁同書蔵、銭泳過眼・刻帖 
嘉慶十四年（1809）  銭泳《松雪斎法書》収入 
道光元年（1821）  孫爾準、孫慧艷（子）蔵 
清末民初  完顔景賢蔵 
民国三年（1914）前後  貴哲生蔵 
民国三年（1914）  沈盦（宝熙）斎にて崇彜過眼 


























民国七年（1918）  顔世清蔵、附自跋一、二 
民国九年（1920）  顔世清が大阪に持参、長尾雨山過眼 
民国十三年（1924）  阿部房次郎蔵、長尾雨山跋 
1937？－1978 年  日本文化庁蔵 
民国六十九年（1980）前後  東京国立博物館管理換、収蔵 
民国七十二年（1983） 香港袁氏がフランスで購入  


























本は藤原楚水著『図解書道史』第 3 巻（省心書房、1972）、頁 457 による。 
【図１０】 













家全集 鮮于枢』（河北教育出版社、2003）、頁 156 による。《宋人書画孝経
跋》は『文芸紹興 南宋芸術与文化・書画巻』（国立故宮博物院、2010）、
頁 121 による。《為盛逸民書洛神賦》、《前後赤壁賦》、《呉興賦》は『中国書
法全集 元代 趙孟頫一』43（栄宝斎出版社、2002）、頁 105、116、130
による。《玄妙観重修三清殿記》稿は同前掲【図１】、《行書雑書三段帖首段》
は『故宮博物院蔵文物珍品大系 元代書法』（上海科学技術出版社、商務印










































                           
1西林昭一著『中国書道文化辞典』（柳原出版社、2009）、頁 428 を参照。 
2芸術新聞社編『墨』第 84 号（芸術新聞社、1990）、頁 5 を参照。 
 3荘慕俊は「小楷字的尺寸、以不超出五分為度、中楷以二寸上下為度、超此
以外的大字都列為大楷。」としている。詳細は姜一涵「趙孟頫書湖州妙厳寺
記」『故宮季刊』第 10 巻第 3 期（国立故宮博物院、1976）、頁 76 を参照。
なお、現在では、一分は約 0.32 センチで、一寸は約 3.2 センチとされている。
詳細は林光澂、陳捷編『中国度量衡』（台湾商務印書館股份有限公司、1967）、
頁 191 を参照。 
 4袁桷『清容居士集』巻五十『文津閣四庫全書』第 1207 冊（商務印書館、
























                           
5張丑『清河書画舫』巻十下『文津閣四庫全書』第 820 冊（商務印書館、2006）、
頁 385、387 を参照。 
6張珩・謝稚柳・羅福頤・啓功著、今井凌雪・中村伸夫訳『書画鑑定のてび
き』（二玄社、1985）、頁 142 を参照。 
7徐邦達「趙孟頫書画偽訛考辨」『趙孟頫研究論文集』（上海書画出版社、1995）、
頁 131 を参照。 






















                           
 8黄惇氏は趙孟頫の小楷について、「小楷無須用碑版法。」と述べているが、
その真偽についても本章で確認したい。詳細は、黄惇「高上大洞玉経小楷巻」




























                           
 9図版は何伝馨主編『故宮法書新編 一 晋王羲之墨蹟』（国立故宮博物院、
2010）、頁 15～19 を参照。 





















                           

























































                           
14柴培良、趙燕君主編『帰去来兮: 趙孟頫書画珍品回家展特輯』（西泠印社、
2007）、頁 276 を参照。 
 15任道斌『趙孟頫系年』（河南美術出版社、1984）、頁 204～205 を参照。 
16同前掲注 14、柴培良、趙燕君主編『帰去来兮: 趙孟頫書画珍品回家展特
輯』、頁 276 と徐邦達著、北京故宮博物院編『徐邦達集 五 古書画過眼要録・



















































                           
 17拙文「趙孟頫書《太上老君説常清静経》の真偽について」『書芸術研究』


















































                           
18同前掲注 17、拙文「趙孟頫書《太上老君説常清静経》の真偽について」
『書芸術研究』第 1 号、頁 29～44 と拙文「元趙孟頫書〈禊帖源流〉巻賞析」
『故宮文物月刊』第 329 期（国立故宮博物院、2010）、頁 76～84 を参照。 
19同前掲注 15、任道斌『趙孟頫系年』、頁 48～49 によると、至元二十五年
（1288）3 月に江南に戻った趙孟頫が夫人の管道升のために、《黄庭経》〈正
式名は《元趙孟頫模黄庭経並写羲之換鵝図冊》、国立故宮博物院蔵）を模した































21徐邦達『古書画偽訛考辨』（江蘇古籍出版社、1984）、頁 45 を参照。 
22黄惇「趙孟頫書法研究二題」『書法研究』総第 124 期（上海書画出版社、
2005）、頁 41 を参照。 










































































                           
 26黄惇氏は本作の巻末に文嘉、王世貞の跋が付されていたと述べているが、
出版物からは確認ができない。詳細は前掲注 8、黄惇主編『中国書法全集 元
代 趙孟頫二』44、頁 460～461 を参照。 
27①《大徳元年本》『佩文斎書画譜』巻 79（北京市中国書店、1984）、頁 2256、
②《皇慶二年本》『静嘉堂宋元図鑑』（静嘉堂文庫美術館、2002）、頁 41、③































華経考」『Out of character : decoding Chinese calligraphy/灋迹 観遠山









頁 8 を参照。 























                           


























                                                                         
帝師碑》、出典は王連起主編『故宮博物院蔵文物珍品大系 元代書法』（上海
科学技術出版社、商務印書館（香港）、2001）、頁 121 が取り上げられる。 
33外山軍治「趙孟頫の研究」『書道全集』第 17 巻（平凡社、1956）、頁 15。



























































                           
 37詳細は前掲注 16、徐邦達著、北京故宮博物院編『徐邦達集 五 古書画
過眼要録・元明清書法：１』、頁 59 を参照。 












































































                           
41赤尾栄慶「漢汲黯伝」『細川家の至宝：珠玉の永青文庫コレクション』、（Ｎ
ＨＫ、ＮＨＫプロモーション発行、2010）、頁 420。前掲注 8、黄惇「漢汲黯
伝小楷冊」『中国書法全集 元 趙孟頫二』44、頁 475～476。范景中「書籍
之為芸術-趙孟頫的蔵書与汲黯伝」『考古与芸術的交匯 国際学術研討会論文
集』（中国美術学院出版社、2009）、頁 448～476 を参照。 
42張光賓「兪和書楽毅論与趙孟頫書漢汲黯伝」『国立歴史博物館館刊』第 2
巻 4 期（国立歴史博物館、1986）、頁 51～62。前掲注 34、王連起「趙孟頫書


























                           
 43文徴明らの題跋の内容は、前掲注 16、徐邦達著、北京故宮博物院編『徐
邦達集 五 古書画過眼要録・元明清書法：１』（紫禁城出版社、2006）、頁



















                                                                         
85～87 を参照。 
44同前掲注 32、趙孟頫著、黄天美点校「魏国夫人管氏墓誌銘」『松雪斎集』、
頁 302 を参照。 
45徐邦達『古書画偽訛考辨 下巻：文字部分』（江蘇古籍出版社、1984）、
頁 45～46。王連起「趙孟頫書画真偽的鍳考問題」『中国歴代書画鍳別文集』（紫
禁城出版社、2000）、頁 98 を参照。 
46馮徳良編『趙孟頫六体千字文』（江西美術出版社、2008。） 
47《四体千字文》の図版は『Fine Chinese Paintings』（Sotheby's New York、
1989）より確認でき、現在は個人の収蔵品となっている。真跡説は、前掲注

















































                           
48同前掲注 19 と前掲注 45、徐邦達『古書画偽訛考辨 下巻：文字部分』、
頁 45 を参照。 
49同前掲注 32、王連起主編『故宮博物院蔵文物珍品大系 元代書法』、頁
72 を参照。何伝馨主編『山水合璧 黄公望与富春山居図特展』（国立故宮博

























                           
 50同前掲注 45、徐邦達『古書画偽訛考辨 下巻：文字部分』、頁 45 を参照。 
 51同前掲注 32、王連起主編『故宮博物院蔵文物珍品大系 元代書法』、頁
72 を参照。 






















                           
52題跋の釈文は全て活字になっている。詳細は前掲注 16、徐邦達著、北京
故宮博物院編『徐邦達集 五 古書画過眼要録・元明清書法：１』、頁 67 を
参照。 
 53同前掲注 32、王連起主編『故宮博物院蔵文物珍品大系 元代書法』、頁
72 を参照。 

























                           
55以上は、前掲注 16、徐邦達著、北京故宮博物院編『徐邦達集 五 古書
画過眼要録・元明清書法：１』、頁 67 を参照。 
 56傅申著、葛鴻禎訳、賀哈定校「法書的複本与偽跡」『海外書蹟研究』（紫
禁城出版社、1987）、頁 1～2 を参照。 






















                           
57徐一夔「篆隷行草各臻于妙。一紙出、戯用文敏公印私識之、人莫能辨。」
「兪子中墓碣」『始豊稿』巻 13 を参照（前掲註 45、王連起「趙孟頫書画真偽
的鑑考問題」『中国歴代書画鑑別文集』、頁 97 より引用）。 
58王連起「趙孟頫の名号款印与鑑定問題」『中国書法全集 元 趙孟頫一』





















                           
59王連起「趙孟頫〈与季宗源札〉攷」『書法叢刊』第 3 期（文物出版社、1995）、




頁 11 を参照。 
61楚黙「元代書法的復興与新変」『中国書法全集 元代名家』47（栄宝斎出
版社、2001）、頁 20～23。譚志湘「元代芸術的特色」『元代芸術与元代戯曲』
（国家出版社、2008）、頁 73～78 を参照。 
62同前掲注 40、趙孟頫著、黄天美点校「書今古文集注序」『松雪斎集』、頁
152～153 を参照。 























                           
63労悟達『禅師中峰明本的書法』（中国美術学院出版社、2006）、頁 62～68


























                           
 64陳焯輯《元文敏臨東方先生画像賛》『湘管斎寓賞続編』巻一を参照（前掲
注 8、黄惇主編『中国書法全集 元 趙孟頫二』44、頁 500 より引用）。 
65陶宗儀『南村輟耕録』巻七（中華書局、1980）、頁 81 を参照。 
66同前掲注 49、何伝馨主編『山水合璧 黄公望与富春山居図特展』、頁 313















                                                                         
を参照。 




































分は、およそ以下のように 3 期に分けることができる。 
 








 第二章 趙孟頫の小楷書法 │ 143 






















  二、過渡期（45 歳～51 歳） 
                           
72同前掲注 18、拙文「元趙孟頫書〈禊帖源流〉巻賞析」『故宮文物月刊』第























三、典型の確立期（61 歳～67 歳） 
 
【表１】で示した 51 歳より 61 歳まで約十年間は、趙孟頫の小楷書法の真
跡を確認するのは難しい。この時期の始まりとなったのは、《五牛図》三跋(61
                           
 73「雑体書」については、本論第三章第三節で詳しく説明したい。 














































を偽作と判断した結果、真跡は 27 点となった。 
この 27 点の真跡の時期区分を試み、大きく古典吸収期、模索期、典型の確
立期の 3 期に分けることができた。趙孟頫が《趙跋》に至るまでに、三国・



















【図１】《趙跋》       【図２】趙孟頫《道生神章経》（部分） 
   
【図３】趙孟頫の楷書、行書、独草体の三書体を混用させる小楷の章法 
 









【図７】趙孟頫跋《韓滉五牛図》         【図８】 
   
【図９】張即之《金剛般若波羅蜜経》（部分） 
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 代 大 有 九 
《十月八日本》 
（52 歳） 
    
《趙跋》 
（65 歳）    
 
《道生神章経》 
（67 歳）     
【図２５】《十月八日本》の押印 
    
【図２６】落款のない《大乗妙法蓮華経》巻三と巻五 
  

































   
 第二章 趙孟頫の小楷書法 │ 161 
【図４１】兪和《臨楽毅論》（左）、趙孟頫《漢汲黯伝》（右）の字形、左下 
【図４２】落款の「頫」字の補筆、右下 









 第二章 趙孟頫の小楷書法 │ 163 
【図４６】趙孟頫《蘭亭修禊図》（左）と《六体千字文》題跋、（右） 









 有 至 霊 跡 
《北京故宮本》 
（王：中晩年） 
    
《趙跋》 
（65 歳） 
    
《道生神章経》 
（67 歳） 









































































































































































計 全55点 4 28 15 8
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【表３】趙孟頫の押印 
曹娥碑跋 大道帖跋 臨黄庭経 禊帖源流 八花図跋 
 
無し 
   
夢奠帖跋 常清静経 五牛図初跋 定武蘭亭跋 鵲華秋色図 
   
無し 
  





洛神賦跋 古木散馬図跋 赤壁二賦冊跋 臨黄庭経 水村図跋 
     
重江畳嶂図跋 紅衣西域僧図
跋 
常清静経 蘭蕙図跋 子建採神図跋 
   
   









道徳経 妙法蓮華経第三、五 五牛図三跋 続千字文 










   
臨洛神賦 四体千字文 六体千字文 漢汲黯伝 紅衣西域僧図 
































































































































































































































































編『中国書法全集 元代 趙孟頫一』43（栄宝斎出版社、2002）、頁 76～77、



























…同前掲【図３】、黄惇主編『中国書法全集 元代 趙孟頫一』43、頁 146。 
【図１５】 



































書法全集 元代 趙孟頫二』44、頁 302。 
【図２９】 
…『老子道徳経』（華正書局有限公司、1981）、頁 46。 
































































































































                           
3王連起主編『故宮博物院蔵文物珍品大系 元代書法』（上海科学技術出版
社、商務印書館（香港）、2001）、頁 44 を参照。 




453 を参照。また、単国強氏は趙孟頫が 30 代の頃に書いた尺牘《致丈人札》、
《致希魏札》について、「稍晩的《致丈人》、《希魏》両帖、仍保持方闊之体、
並時出章草之撇捺。」だとしている。詳細は単国強「趙孟頫信札繋年初編」『中

























（66 歳、北京故宮博物院蔵）計 6 種類に分類できる。筆者が整理したところ、
これらの草書作品は趙孟頫書法の中で最も多いことがわかった。①は真偽が
2 説あり8、②は論文として発表していないが、別稿ですでに言及している9。
                           














と題跋(1 点)、尺牘(30 点)の 3 種類に分けられる。④の《千字文草書》から、
終期を迎える頃に中峰明本（南宋・景定五年～元・至治三年、1263～1323）










                                                                         
47～54 を参照。ただし、真跡とする論考も各著書に散見できる。ここでは『中
国書法全集 元代 趙孟頫二』44（栄宝斎出版社、2002）、頁 462～463 と鮑
賢倫「趙孟頫急就章分析」『歴代草書技法通講』（上海書画出版社、1998）、頁
54～56 の 2 例のみ挙げておく。 
9陳建志「趙孟頫の小楷の真偽について―《快雪時晴帖》趙跋を手がかりに
―」書学書道史学会第 8 回学生・若手会員口頭発表（2012 年 6 月 24 日（日）、
日本大学にて）の発表資料を参照。 
10尺牘類の編年は、前掲注 5、単国強「趙孟頫信札初編」『中国書法全集 元
代 趙孟頫一』43、頁 51～63 を参考にした。 
11西川寧「趙子昂の二群の尺牘」『西川寧著作集』第二巻（二玄社、1991）、




孟頫一』43（栄宝斎出版社、2002）、頁 67 を参照。 
























































漢簡牘帛書巻一』5（栄宝斎出版社、1997）、頁 28 を参照。 
16横田恭三『中国古代簡牘のすべて』（二玄社、2012）が詳しい。 




社、2005)、頁 28～32 を参照。 
 19王波「略論章草与今草的結合」『中国書法』第 10 期（中国書法雑誌社、
2010）、頁 192～193 を参照。 



















                           
 20章草の説明については、西林昭一著『中国書道文化辞典』（柳原出版社、





























                           
23《平復帖》の書風については、啓功「《平復帖》説並釈文」『啓功叢稿』
論文巻（中華書局、1999）、頁 32～33 を参照。しかし、前掲注 18、李一忱氏
論文には「『啓功叢稿』中直接称它（平復帖）是由章草向今草過渡的草書」と






馨「書譜」『晋唐法書名蹟』（国立故宮博物院、2008）、頁 115 を参照。 
26趙孟頫著、黄天美点校「閣帖跋」『松雪斎集』巻 10（西泠印社出版社、2010）、
 第三章 趙孟頫における行草書への章草体混用 │ 189 
















                                                                         
頁 271～272 を参照。 
 27陳昕氏は《淳化閣帖》所収の章草に関する全作品の選別・分析を行って
いる。詳細は同氏、「《淳化閣帖》中的章草法帖整理研究」『図書館工作与研究』






























































                           
31単国霖「趙孟頫的《閣帖》情結」『上海文博論叢』5（上海辞書出版社、
2003）頁 87 を参照。単国霖氏はなぜか引用の出典を明記していないが、内容
を比較したところ、前掲注 30 からの引用であることが判明した。 
32傅申「趙孟頫書小楷常清静経及其早期書風」『書史与書蹟―傅申書法論文























                           
34游国慶「宋夢英集篆十八体書碑及其相関問題」『書画芸術学刊』第 3 期（国
立台湾芸術大学書画芸術学系、2007）、頁 98～99 を参照。 
35白謙慎「雑書巻冊和晩明文化生活」『書法叢刊』総第 63 期（文物出版社、





























                           
 37同前掲注 35、白謙慎「雑書巻冊和晩明文化生活」『書法叢刊』総第 63 期、
頁 20 を参照。 
 38同前掲注 35、白謙慎「雑書巻冊和晩明文化生活」『書法叢刊』総第 63 期、































頁 125 参照。 

























                           




























 第三章 趙孟頫における行草書への章草体混用 │ 197 
《千字文草書》と《王献之保母碑》後の趙孟頫題跋を概観すると、以下の
特徴が挙げられる【図１１】。 





















                           






























の《先妻帖》1 通の全 19 通である。 
























                           
 45刻意、経意と同義。詳細は前掲注 20、西林昭一著『中国書道文化辞典』、




















的特質を考える時、以下 3 点に帰納できる。 
① 章草体を区別して揮毫する意識が高い 
智永と孫過庭の草書にも章草体を混用する表現が見られる。しかし、
                           
46（独）労悟達著、畢斐・殷凌雲・楼森華訳『禅師中峰明本的書法』（中国
美術学院出版社、2006）、頁 101～102 と 156 を参照。また、「柳葉篆」と中峰
明本書法「柳葉書」については、中田勇次郎氏の解説が詳しい。詳細は『書
道全集』第 17 巻（平凡社、1956）、頁 164～165 を参照。 
47《呉門帖》（59 歳、国立故宮博物院蔵）に「孟頫帰自呉門、得所恵字。」
云々とあり、二人が文通していたことがわかる。図版は黄惇主編『中国書法
全集 元代 趙孟頫一』43（栄宝斎出版社、2002）、頁 212 を参照。 
















































                           
48同前掲注 14、徐利明「元人章草及其変体的新創意」『中国書法風格史』、
頁 365 を参照。 
49西川寧「元朝の書」『定本書道全集 宋・元』10（河出出版社、1955）、
頁 173 を参照。 
 50擬古とはいにしえになぞらえる。むかしのものになぞらえて詩や文など
を作ることを意味する。小川環樹等編『角川新字源 改訂版』（角川書店、2004）、
頁 432 を参照。 





















































                           
54同前掲注 40、中田勇次郎、傅申編『欧米収蔵中国法書名蹟集』第 3 巻、
頁 147 を参照。 























                           
 55同前掲注 3、王連起主編『故宮博物院蔵文物珍品大系 元代書法』、頁 250
を参照。 



























                           
57王耀庭「帝国的回憶」『故宮文物月刊』第 16 巻第 6 期（国立故宮博物院、
1998）、頁 17 を参照。 























                           
 58同前掲注 5、単国強「趙孟頫信札繋年初編」『中国書法全集 元代 趙孟

























                           
 59傅申「祝允明問題」『海外書蹟研究』（紫禁城出版社、1987）、頁 99 と前
掲注 4、黄惇「呉門四家」『中国書法史 元明巻』、頁 259 を参照。 
60王澍「元人墨跡」『虚舟題跋』（国立中央図書館、1970）、頁 11 を参照。 














歴となる。《王献之保母碑》後にある趙孟頫 34 歳の題跋や 43 歳に友人の石民
瞻に宛てた《雨中悶坐札》は、今草と章草体、行書の混用を示す好例であり、



















 第三章 趙孟頫における行草書への章草体混用 │ 211 
【図１】趙孟頫《千字文草書》（部分） 






【図３】趙孟頫《瘡痍帖》（部分）  【図４】西域出土残紙 
  
【図５】趙孟頫「大雅」印比較図 
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【図１１】《千字文草書》の特徴 
章法：    結体：     用筆： 
     
【図１２】趙孟頫《宗陽宮帖》（部分） 
   
【図１３】行草書への章草体混用の確立 





















   
































































































































 八月十日帖 急就章 月儀帖 豹奴帖 閣帖王書 十七帖 
払い 




    
  
国構え 
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…曹宝麟主編『中国書法全集 蔡襄』32（栄宝斎出版社、1995）、頁 115。 
【図８】 
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…同院編纂『故宮歴代法書全集』第 4 冊（国立故宮博物院、1976）、頁 111。 
【図２３】 









































                           
1杭迫柏樹「趙子昂の書のバランス感覚」『中国法書ガイド』49（二玄社、
























                           
2王連起主編『故宮博物院蔵文物珍品大系 元代書法』（上海科学技術出版






















                                                                         




































                           
 6本作の説明と編年は、西川寧「趙子昂の二群の尺牘」『西川寧著作集』第
二巻（二玄社、1991）、頁 238～278 を参照。 
 7本作の説明と編年は、単国強「趙孟頫信札初編」『中国書法全集 元代 趙
孟頫一』43（栄宝斎出版社、2002）、頁 51～63 を参照。 





















                           





























                           






























                           



























                           
11同前掲注 4、拙文「法帖所収の趙孟頫書法の編年研究：《宝雪斎趙帖》を
中心に」『芸術学研究』第 17 号、頁 82 を参照。 





















                           
12『首届芸術品拍売会 中国古代書画』（北京海士徳国際拍売有限公司、



























４、文字の大きさ：約 1.5 センチ平方 
５、脱字：教養子孫。時与親旧叙闊、陳説平生。濁酒一杯、弾琴一曲、志
                           
15同前掲注 2、王連起主編『故宮博物院蔵文物珍品大系 元代書法』、頁 124
を参照。 
 16同前掲注 2、王連起主編『故宮博物院蔵文物珍品大系 元代書法』、頁 124
を参照。 
 17徐邦達著、故宮博物院編『徐邦達集 五』古書画過眼要録・元明清書法：
1（紫禁城出版社、2008）、頁 71 を参照。 



















                           
18対照の底本は嵆康『嵆中散集』第二巻、王雲五主編『国学基本叢書四百
種』262（台湾商務印書館、1968）、頁 16～19 とした。 
19同前掲注 2、王連起主編『故宮博物院蔵文物珍品大系 元代書法』、頁 23
を参照。 
 20趙孟頫著、黄天美点校「修竹賦」『松雪斎集』（西泠印社出版社、2010）、















趙孟頫の今草についてだが、40 歳代以前の作品には 3、4 文字の連綿が見
られる。これは《淳化閣帖》の受容が一番の要因だと思われる。40 歳代にな
ると、2 文字だけの今草（連綿草）を書くようになり、それが徐々に定着し












                           
 22吉川蕉仙「趙孟頫は羲之を超えたのか」『中国法書ガイド 元 趙孟頫集』
49（二玄社、1989）、頁 24～28 を参照。 











































































                           
 23同院編『秘殿珠林石渠宝笈三編』石渠宝笈（九）（国立故宮博物院、1969）、























































                           
 25同前掲注 3、「従《方外交疏》看趙孟頫晩年的書風」『書法叢刊』第 17 輯、
























１、文字数：約 1363 文字。 
２、題跋：右中峰大和上所作勉学賦、言言皆実、乃学人喫緊用力下工夫之
                           
26同前掲注 4、拙文「法帖所収の趙孟頫書法の編年研究：《宝雪斎趙帖》を
中心に」『芸術学研究』第 17 号、頁 79～88 参照。 
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法門也。……。因以中上人見示、於是疾書一過。至治元年（1321）三月廿
二日。弟子呉興趙孟頫記。 






























































































                           
 27同前掲注 17、徐邦達著、故宮博物院編『徐邦達集五』古書画過眼要録・
元明清書法：1、頁 76 を参照。 
28詹景鳳『詹東圖玄覽編』（盧輔聖主編『中国書画全書』第 4 冊（上海書画
出版社、1992）、頁 33 を参照。 
29張丑『真跡日録』（盧輔聖主編『中国書画全書』第 4 冊（上海書画出版社、
1992）、頁 392 を参照。 
 30張丑『張氏四表』（盧輔聖主編『中国書画全書』第 4 冊（上海書画出版社、





























                           
33孫宝文編『趙孟頫墨迹精品選 高峰和尚行状』27（吉林文史出版社、2008）、
出版説明を参照。前掲注 17、徐邦達著、故宮博物院編『徐邦達集 五 古書
画過眼要録・元明清書法』1、頁 72～76 を参照。 
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【図８】多様な伝趙孟頫書《嵆叔夜与山巨源絶交書》 
①《北京故宮本》②《宝雪斎趙帖本》③《三希堂法帖本》④《戯鴻堂法帖本》 
      
⑤《北京海士徳国際拍売会本》⑥《汪由敦臨本》 ⑦《台北故宮本》 
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【図１０】《台北故宮本》書法の特徴 
   
  
 （誤字）   
【図１１】《台北故宮本》左、《漢汲黯伝》右 
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【図１４】趙孟頫《勉学賦并序》帖（部分）（下左） 
【図１５】趙孟頫《光福寺重建塔記》（部分）（下右） 







 《与右之手札》一 《元趙孟頫致希魏判簿尺牘》 
楷書 
    
行書 
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【表２】趙孟頫における四書体混用の展開 
 《帰去来辞》 《行書赤壁二賦冊》 《呉興賦巻》 
楷書 
   
行書 
   
独草体 
   
今草書 
   
章草体 












 肉筆資料 法帖資料 著録記載 落款 揮毫年 







② 不詳 不詳 頤庵文選著
録本 
不詳 不詳 
③ 不詳 不詳 范半醒蔵本 不詳 不詳 



















  無紀年 
⑧ 不詳 戯鴻堂法帖
本（残本） 




不詳   無紀年 
⑩ 汪由敦臨本 
（残本） 
不詳   無紀年 




























書体 文字数 内訳 
楷書  299 字 約 20％ 
行書  771 字 約 53％ 
草書 独草体 300 字 約 20％ 
 今草（二字連綿） 20 字 約 2％ 
 章草 章草体①：22 字  
  章草体②：8 字 約 2％ 
足
下 
     
以
此 
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…同前掲【図３】、黄惇主編『中国書法全集 元代 趙孟頫一』43、頁 241。 
【図５】 





















































頫作品 5 点を対象にし考察を行いたい3。 
 法帖は肉筆作品をもとに拓製するが、原拓や復刻、刻拓の品質などの問題




1986）、頁 76～94。同氏「快雪堂法書帖考」『故宮博物院院刊』第 4 期（紫禁
城出版社、1991）、頁 31～52。同氏「元楽善堂法帖考略」『故宮博物院院刊』




























                           
4張伯英書、張済和主編『張伯英碑帖論考』参、付録・法帖提要（河北教育
出版社、2006）、頁 242～243 を参照。 



























                                                                         
たい。 
7同前掲注 1、容庚編『叢帖目』4、頁 1566 を参照。 
8同前掲注 1、容庚編『叢帖目』1、頁 242 を参照。 
9同前掲注 5、王壮弘編著『帖学挙要』、頁 161 を参照。 




























                           
11『中国嘉徳 2009 広州冬季拍売会中国書画』（中国嘉徳広州国際拍売有限
公司、2009）、番号 1088 を参照。 
12李遇春「嶺南名士羅天池」『嶺南考古研究』第 9 号（中国評論学術出版社、
2010）、頁 223～235 を参照。 
13許忠陵「三希堂法帖与趙孟頫行書襄陽歌巻」『中国碑帖与書法国際研討会
論文集』（香港中文大学文物館、2011）、頁 275～281 を参照。 





















                           
14拙文「元趙孟頫書〈禊帖源流〉巻賞析」『故宮文物月刊』第 329 期（国立
故宮博物院、2010）、頁 76～84 を参照。 



























                           
17同前掲注 13、許忠陵「三希堂法帖与趙孟頫行書襄陽歌巻」『中国碑帖与書
法国際研討会論文集』、頁 275～276 を参照。 
18趙志成「元代画家趙雍的生卒年及相関問題」『文物』第 1 期（文物出版社、
1994）、頁 76～83 を参照。 
19王徳毅、李榮村、潘柏澄編『元人伝記資料索引』第 1 冊（新文豊出版社、
1979）、頁 37～38 を参照。 
20許忠陵氏は「経与原文核対、此巻漏字、掉句、抄錯之処甚多。」と述べて
























琦注『李太白全集』上冊（中華書局、1977）、頁 369～372 を参照した。 
21清佚名編「清宮旧蔵歴代法書名画総目」『故宮珍本叢刊』第 464 冊（海南
出版社、2000）、頁 213 を参照。 























                           
23黄啓江『泗州大聖与松雪道人―宋元社会菁英的仏教信仰与仏教文化』（台
湾学生書局有限公司、2009）、頁 352～353 を参照。 
24中華大蔵経編輯局編「天目中峯和尚広録」『中華大蔵経』第 78 冊第 21 巻


























                           
26侯怡利「元趙孟頫書閑居賦」『故宮文物月刊』第 300 期（国立故宮博物院、
2008）、頁 13 を参照。 
27角井博解説、『故宮法書選 前後赤壁賦・閒居賦・尺牘』8、（二玄社、2006）、
頁 53 を参照。 
28王連起「趙孟頫書法芸術簡論」『趙孟頫研究論文集』（上海書画出版社、
1995）、頁 800～801 を参照。 
29孫承沢『庚子消夏記』『芸術賞鑑選珍続輯』37（漢華文化事業股份有限公






























1988）、頁 78、同氏「兪和及其行書蘭亭序」『書法叢刊』総第 28 輯（文物出
版社、1991）、頁 4 を参照。 























                           
32思うに、真偽や編年（一般的に、本作品は 36 歳の作品と認識されている
が、官職より 34 歳から 37 歳までは可能とした）、収蔵印記などを仔細に考察
した。詳細は前掲注 14、拙文「元趙孟頫書〈禊帖源流〉巻賞析」『故宮文物


























































































えられている。《北京故宮博物院本》は絹本で、1 文字約 1 センチ強である。
黒い罫線が引かれ、楷、行、草、章草体が混在している。34 歳頃から 37 歳
頃に書かれた《禊帖源流》では楷書、行書、草書 3 種類の書体が混在してお


























堂法帖》所収の趙孟頫書法を分類すると、全 62 点のうち、題跋が 7 点、尺牘
が 41 点（3 点は管道昇の代筆）、その他の作品が 14 点ある。その研究結果は









                           
33同前掲注 2、王連起「談三希堂法帖所刻趙孟頫書」『書法叢刊』第 10 輯、
頁 76～94 を参照。 
34李郁周氏は、《朱子感興詩》は後人の偽作だと断定している。詳細は李郁
周「趙孟頫朱子感興詩墨跡巻考述」『趙孟頫国際書学研討会論文集』（上海書
店出版社、1994）、頁 184～203 を参照。 



















～189。宮坂直樹「法帖と秋碧堂法書」『季刊 書道ジャーナル』第 61 号（書
道ジャーナル研究所、2000）、頁 33～38。許国平「秋碧堂帖考略」『書法叢刊』




源流〉巻賞析」『故宮文物月刊』第 329 期、頁 72～75 を参照。《北京故宮博物




『山水合璧 黄公望与富春山居図特展』（国立故宮博物院、2011）、頁 313 と
王連起編『故宮博物院蔵文物珍品大系 元代書法』（上海科学技術出版社、商




















                           
38本作の真偽についてはすでに考察した。拙文「伝趙孟頫書常清静経の真
偽について」『書芸術研究』第 1 号（筑波大学人間総合科学研究科書研究室、
2008）、頁 29～44 を参照。 
39同前掲注 37、王連起主編『故宮博物院蔵文物珍品大系 元代書法』、頁
97～99、頁 132～135 と大阪市立美術館編『海を渡った中国の書 エリオッ

















考察の結果、《宝雪斎趙帖》に収められた 5 帖の肉筆本は、4 点が乾隆帝ま
でに、1 点が遅くとも宣統帝の時までに清内府に収蔵されていたことが明ら
かになり、王壮弘氏の言うような民間の偽作ではないと考える。 












《禊帖源流》帖の編年については、34 歳頃から 37 歳頃まで、《閒居賦》帖
  
288 
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【図１】《宝雪斎趙帖》の封面と冒頭 
   
【図２】左：《北京故宮本》、中：②《香港中文大学文物館本》右：《宝雪斎趙
帖》《襄陽歌》帖の款記 
   
【図３】左：《杭州福神観記》、中：呉叡《隷書九歌》跋、右：《宝雪斎趙帖》
《襄陽歌》帖、趙麟跋 
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【図８】《禊帖源流》肉筆本と《禊帖源流》帖の字形比較 
    
【図９】《禊帖源流》肉筆本と《禊帖源流》帖の字形比較 
     
【図１０】至治元年、二年の趙孟頫款記の比較 
10－1 10－2   10－3    10－4     10－5 





【図１２】《秋碧堂帖本》《洛神賦》の張楧等 4 人の跋 
 
【図１３】《宝雪斎趙帖》所収 5 点の法帖の現状 
 




字数 全 1821 字 全 1912 字 全 1363 字 
№ 中華大蔵経本 趙帖本 伝羅天池臨写本 
１ 今人負
・












賦 故作斯賦 故作斯賦 
４ 不容佗
・
大 不容他大 不容他大 
５ 此宗之
・
無諾 此宗而無諾 此宗而無諾 
６ 包八
・












 粥心而罔及 粥心而罔及 
９ 五熱炙身
・
 五熱炙心 五熱炙心 
*10 身世両志
・



























番号 年代 作品名 趙、頫 
1 1312(59 歳 十一札－呉門帖 
  
2 1319(66 歳 十一札－俗塵帖 
  
3 1319(66 歳 十一札－南還帖 
  
4 1319(66 歳 十一札－丹薬帖 
  
5 1319(66 歳 十一札－酔夢帖 
  
6 1319(66 歳 十一札－両書帖 
  
7 1319(66 歳 十一札－還山帖 
  
8 1320(67 歳 十一札－山上帖 
  
9 1320(67 歳 十一札－入城帖 
  
10 1320(67 歳 十一札－塵事帖 
  
11 1321(68 歳 《勉学賦并序》帖 
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12 1321(68 歳 《伝羅天池臨写本》 
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希堂法帖』巻 3（北京日報出版社、1984）、頁 1370 を参照。 
【図５】左：《禊帖源流肉筆本》 
…黄惇主編『中国書法全集 元代 趙孟頫一』43（榮宝斎出版社、2002）、
頁 88 を参照。 
【図７】左：鍾繇《賀捷表》 
…『中国法書選 11 魏晋唐小楷集』（二玄社、1990）、頁 11 を参照。 
【図８】、【図９】左：《台北故宮本》 












版社、2003）、頁 12 を参照。 
【図１０－５】 




頁 425 を参照。 
【図１２】 
…賀保銀編『秋碧堂法書』（河北美術出版社、1984）、頁 217～218 を参照。 
【図１３】 
…筆者作成
































































では、趙孟頫 50 歳以降の小楷 7 点を中心に検証を進めたが、これまで真跡と
されてきた作品、または真偽二説ある遺品も真跡とするには難があり、後人
による偽作の可能性が高いことを提起した。また、趙孟頫の小楷書法に共通
する特徴を基にして 3 期に時期区分した。第 1 期では鍾繇書法の受容が明ら
かであるが、第 2 期は鍾繇書法の受容が薄れ、唐人書法の縦長の結体、転折、
圭角が見られるようになった点が特徴的である。第 3 期に至って独自の風格



































 終 章 │ 303 
した。 
第五章では、筆者所蔵の《宝雪斎趙帖》について考察を行った。その結果、














































考えなければならないのは、50 歳～52 歳の頃の碑文書法と 66 歳～68 歳の四
書体混用の確立という「古」と「新」を区切る画期的な書表現の成立時期で
ある。これは、中国書道史上だけではなく、趙孟頫の書法を代表する書表現
 終 章 │ 305 
でもあるため、慎重な検討が必要である。 









































                           
 2中田勇次郎「中国書論史（四） 金元」『中国書論大系 第七巻・元１』
（二玄社、1982）、頁 6～28 を参照。 
3同前掲注 2、中田勇次郎「中国書論史（四） 金元」『中国書論大系 第
七巻・元１』、頁 28 を参照。 
 4趙孟頫は最晩年の 68 歳の時に、《臨右軍楽毅帖跋》に自分の臨書観「臨帖
之法、欲肆不得肆、欲謹不得謹、然與其肆也寧謹、非善書者能知也。」を書き
残している。詳細は趙孟頫著、黄天美点校『松雪斎集』（西泠印社、2010）、
頁 314 を参照。 
 5吉川蕉仙氏は王羲之と趙孟頫の書書の近似性について仔細に比較をして
おり、その比較資料を示している。詳細は同氏「趙孟頫は羲之を超えたのか」
『中国法書ガイド 元 趙孟頫集』49（二玄社、1989）、頁 24～28 を参照。 

















































































                           
 8李躍林氏は偽作としている。詳細は李躍林、「《宋蘇軾書次韻秦太虚見戯耳
聾詩》辯偽」『東方芸術：書法』第 8 期（河北教育出版社、2009）、頁 78～95。 
 9楊済銘氏、陳昌全氏などは黄庭堅《砥柱帖》を偽作としている。その一例
は陳昌全「関於《砥柱帖》真偽的筆迹学鑒定」『文物鑒定與鑒賞』第 8 期（時




















































































        
 
 
       
 
 
























・○数字は分期 ・点線は 1 点のみ ・波線は画期 ・T は時間（年齢） 
  
○1    ○2         ○3   ○4     ○5   ○6  
○1        ○2           ○3  
   ○1         ○2          ○3  














































































人名 生卒年 出身地 代表作品
呉全節 1269～1346 江西波陽 道教碑
兪和 1307～1382 浙江桐廬 漢汲黯伝
趙粛 不詳、14世紀に活躍 浙江湖州 元趙粛書母衛宜人墓誌
陳謙 不詳、明初に活躍 姑蘇 書雑詩
陸深 1477～1544 華亭 沛水行
金琮 1499～1501 南京 致民望札
詹僖 不詳、15世紀に活躍 浙江寧波 王彦明壽序
徐中行 1517～1578 浙江長興 行書後赤壁賦
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